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令和4年度
「専修学校留学生の学びの支援推進事業」

成果報告書
仮想空間とICTを活用した来日・学修・就職の

岡山県ワンストップ留学生支援体制設備事業

一般社団法人 岡山県専修学校各種学校振興会

本報告書は、文部科学省の教育政策推進事業委託費による委託事業として
≪一般社団法人岡山県専修学校各種学校振興会≫が実施した

令和4年度「専修学校留学生の学びの推進支援事業」の成果をとりまとめたものです。
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はじめに

国の少子化社会からの脱却が見通せない中、日本人学生の 確保が厳し
い状況となっており、それは同時に将来の岡山県内企業においても、優秀
な人材 及び若年層の獲得が課題となっています。

このような中、学校においては学生の確保と、企業においては 優秀な
人材確保の手段として留学生の受け 入れが最も効果的であり、また県内
中小企業においても、 専修学校等による留学生の高度人材の育成が求め
られています。

このような中で「一般社団法人 岡山県専修学校各種学校振興会」(以下
「岡専各」)が留学生の積極的な受け入れのためのその仲介 的役割を担う
ことに期待が高まっております。 しかしながら「岡専各」加盟の専修学
校等は、留学生を受け入れるための環境整備において、大都市圏の専修学
校等に比べ大きく遅れをとっており、と同時にグローバル化は進んでおら
ず、また冒頭にも述べましたが、少子化の影響を受けて、日本人学生数も
減少傾向にあり、学生の確保が深刻な課題となっている状況であります。

これからのコロナ禍後においても、岡山県に留学生を安心かつ安定した
受け入れ態勢及び組織としての体制をつくる趣旨で、本年度本事業の成果
を提提出し報告いたしました。本事業は、海外在住の外国人に対して、オ
ーストラリア、韓国、ドイツ等、世界的な留学人気国ではなく、是非日本、
岡山県へ留学したいと思える動機付けを行い、岡山県での留学生活と就職
をスムーズに送ることができるように支援することが本事情での目的であ
ります。

今後、岡山県下の行政や企業にも、本事業の周知を実施し、多方面で留
学生受け入れの機運を醸成し、就労支援を推進しワンストップ岡山モデル
を構築していきたいと思います。

最後に本事業の推進にあたって、ヒアリング、アンケート等にご協力い
ただいた学校、企業関連団体、行政機関の皆様をはじめ様々な方面から多
大なご支援とご協力をいただきましたことを深く感謝申し上げるとともに、
今後ともご指導賜りますようお願い申し上げます。

一般社団法人 岡山県専修学校各種学校振興会

会長 平田眞一
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令和4年度「専修学校留学生の学びの支援推進事業」
仮想空間とICTを活用した来日・学修・就職の
岡山県ワンストップ留学生支援体制設備事業

成果報告書

１．事業の概要

「一般社団法人 岡山県専修学校各種学校振興会」(以下「岡専各」)加盟の
専修学校等は、留学生を受け入れるための環境整備において、大都市圏の
専修学校等に比べ大きく遅れをとっており、と同時にグローバル化は進ん
でおらず、また、少子化の影響を受けて、日本人学生数も減少傾向にあり、
学生の確保が深刻な課題となっている状況である。

現在、文部科学省は、新型コロナウイルスの影響で減少した外国人留学生
の受け入れを２０２７年をめどにコロナ禍前の水準に回復させる方針を固
めている。外国人留学生は約３１万人、日本人の海外留学は約１２万人が
目安となる。留学先としての日本の魅力発信や、外国人への就職支援など
留学生確保の強化が回復策の柱だと報道（「読売新聞」オンライン6月21
日付け）していることからも、留学生の受け入れ態勢の構築は喫緊の課題
であると言えよう。

今後、コロナ等ウィルス禍またコロナ後においても、岡山県に留学生を
安心かつ安定した受け入れ態勢及び組織としての体制をつくる趣旨で本事
業を提案する。また、海外在住の外国人に対して、オーストラリア、韓国、
ドイツ等、世界的な留学人気国ではなく、是非日本、岡山県へ留学したい
と思える動機付けを行い、岡山県での留学生活と就職をスムーズに送るこ
とができるように支援することが目的である。

さらに、分野横断連絡調整会議の実施を通じて、岡山県下の行政や企業
にも、本事業の周知を実施し、多方面で留学生受け入れの機運を醸成し、
就労支援を行う。特に、介護及び観光等分野の企業に対して、専修学校で
ITを学ぶ留学生を輩出し、岡山県にとって、国際的な人材を活用したDX
化を推進する契機とする。ワンストップ岡山モデルを構築していく。
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2.当該地域において取組を進める意義

A）岡山県の外国人留学生の受け入れ状況

「岡専各」は 、県内の専修学校等60校・約70％を束ねる組織だが、その内留学
生を受け入れている学校は、わずかに10校程度であり、大都市圏に比べて、留
学生の受入れで遅れをとっ「ている。加盟校の多くは少子化の影響を受け、学生
数の減少という深刻な課題を抱える.

岡山県では、少子高齢化対策として 、下記岡山県人口ビジョン（以下、「ビ
ジョン」という）を示している。 その中で岡山県吉備中央町は、このたび、
2022年 ３ 月１０日に開催された国家戦略特区諮問会議において、全国初となる
革新的事業連携型の国 家戦略特別区域（デジタル田園健康特区(仮称)）として
指定されることが決定した。今後は、国家戦略特別区域として、閣議で正式に決
定 される予定である。まさに、岡山県のビジョンにも沿い、岡山駅周辺の街中
心部だけでなく、日本が最重要課題のひとつとしている中山間 地域での持続発
展な街づくりを進めていく構想である。そのような岡山県の背景において、中山
間地域において、その取組を促進させるためには、外国人の活躍は必須である。
そこで、岡専各加盟校に加え、日本語教育機関、行政及び企業が連携し、留学生
の養成と就職支援を 進めることを本事業の骨格の一つとしたい。同時に県内企
業においても、優秀な人材及び若年層の獲得が課題となっている状況であり、留
学生受け入れ拡大と高度人材としての育成が必要である。

現在のところ東京都、大阪府、広島県等に比べて、岡山県の国際的な認知度が
低く、本県へ流入し、移住する留学生は少ない。そのような人口減少を 食い止
めるため、優秀な留学生を岡山県で獲得し、高度人材としての雇用を進めたいと
考えている、岡山県内の留学生数はH27年度の3,300名に対してR元年度は4,465
名と、５年間で35％増（＋1,165人）となっているが、同時期の全国の増加率は
85%（+137,132人）であり、岡山県の留学生の受け入れは、全国的にも遅れて
いる。よって、本事業を通じ岡山県下の行政・企業等の連携を深め、岡山県の海
外への訴求を最大化していきたい。

そこで対象分野と国について、まず岡山県内で人材不足が常態化または今後深
刻にな り、且つ留学生の就職実績があるIT・ホテル宿泊・介護の３分野を選定
した。また、ターゲット国として、日本留学実績が高く3分野に就職実績がある
ネパールとベトナム、及びIT人材を世界に排出し14億という豊富な人口と他民
族の多種多様な価値観を有するインドの以上の3か国を選定した。

B) 外国人留学生の受け入れ推進に向けたターゲット国(地域)と分野

インド ベトナム ネパール

IT分野 ホテル宿泊分野 介護分野
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3．本年度実施した具体的な取組

3.1 動画を活用してオンライン説明会/動画制作

多言語動画「留学するなら日本・岡山へ」制作

①海外に在住する外国人向けの動画制作

②(日本版)行政、専修学校、企業を含む周知のための動画

《具体的な活動》

海外に在住する外国人向け多言語動画

従来東京や大阪等大都市を希望しがちな留学生に対し、「来日・学修・
就職」の一貫した「ワンストップ外国人支援岡山ネットワーク」の提供価値
を伝える動画を多言語で制作する。また、岡山への魅力を伝えるのは当然の
こと、長期の視点を持ち将来設計ができる優秀な学生を多く獲得するために、
就職までのワンストップ事業である事、日本での成功例を具体的に描く事等、
訴求力を高める工夫を行う。

1.端的なメッセージと明確なキャッチコピー

2..岡山県概要 (晴れの国、自然、災害の少なさ、果物等)

3.岡山県の留学生の様子

4.ターゲット国出身者が語る将来像

5.経済界歓迎メッセージ

6.日本と岡山の文化(サブカルチャー情報含む)

7.瀬戸内海沿岸の産業、豊富な就職出口

8.日本語学校及び専門学校紹介

9.海外の学生に魅力的なカリキュラムの紹介

10.本事業で制作するツールの紹介で日本留学後の不安解消

行政、専修学校、企業を含む周知のための動画(日本語版)

多言語動画「留学するなら日本・岡山へ」

①海外に在住する外国人向けの動画制作

https://www.youtube.com/watch?v=1Mbur6sSzTM

②行政、専修学校、企業を含む周知のための動画(日本版)

https://youtu.be/WFwbVBDLVAM

https://www.youtube.com/watch?v=1Mbur6sSzTM
https://youtu.be/WFwbVBDLVAM
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＊維持・管理は（一社）岡山県専修学校各種学校振興会が行うものとし、振
興会の名称で制作を行った。

令和4年度（１年目）のKPI達成度・令和5年度（２年目）以降の目標》

ア．令和4年度のKPI達成度

多言語動画のアクセス数

→カットオーバーが当初のスケジュールよりも約２カ月遅れたので、目標の
達成は未達（令和5年3月15日現在）となった。

イ．令和5年度以降の目標

KPI項目 Ｒ4年度【目標】 Ｒ4年度【実績】 達成率

①多言語動画の閲覧人数 1,000人 231 23％

KPI項目
１カ年目

（Ｒ4年度）

２カ年目

（Ｒ5年度）

３カ年目

（Ｒ6年度）

①多言語動画の閲覧人数 ― 3,000人 4,000人
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3.2 オンライン交流会開催

3.1動画を活用してオンライン説明会/動画制作の多言語動画を活用し1回目
「岡山留学は魅力いっぱい！オンライン交流会」を開催

インドを含めた海外教育機関等と連携し、交流会を開催(講師2名手配)。仮
想空間oViceを利用し、その特性を活かした参加満足度の高い交流会を行う。

※oVice(オーヴィス)について

『oVice』とは、オンラインコミュニケーション

『o

『oVice』とは、オンラインコミュニケーションツールの新しい形である。具
体的には、バーチ ャル空間を作り、参加者はその空間の中てア゙ハダーを使っ
て自由に動いて相手を見つけて話 しかけることが可能である。

特徴として、自分のアハダーに近い声は大きく、遠くの声は小さく聞こえ
る仕組みが導入 されており、参加者それぞれが皆ある一定の広さの空間を共
有していることが体感できるた め、イヘン゙トや交流会の臨場感を覚え、Zoom
等のウェブ会議ツールよりも自由度か高゙く且つ 没入感を得ることができる。

またバーチャル空間に複数のテーマのテーフル゙やフー゙スを設けることがで
きる。この様な特 徴を活かし、多国籍の留学生か、゙母国語のテーフル゙を探し
て参加したり、就職・進学等異な ったテーマのブースに自由に出入りするこ
とができる。

従来の一方通行の交流会では、興味がない時間帯に離脱される可能性か大゙
きいが、自由にテ ーマと場所を選べる新たなバーチャル空間の活用により、
参加者の長期の滞留と深いコミュ ニケーション及び岡山への深い理解を促す
ことができる。

《具体的な活動》

12月12日(月)16:00〜17:30実施

参加者国籍 :【11名】ナイジェリア1名/中国2名/インド1名/ベトナム5名

交流会にご参加頂いた海外在住の方と各学校が日本留学についての情報交
換を行なった。開催後、メールでも連絡を取っており、交流を深めている。
アンケートにご協力いただいた方には、無料で学習アプリが利用できるよう
にご案内した。
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対面の交流で岡山県の専修学校とインドの教育機関の連携を深め、日本留
学を推進する契機とする。具体的には優秀なIT人材を岡山県内に誘致する
ためにKLE-Technology University と連携協定の締結を目指し、MOUの締
結を行った。

出張国 インド

目的 KLEテクノロジカル大学（KLE Technological University）を訪問し、
連携協定締結を行う。
その他の教育機関を訪問し、岡山県への留学を促す説明会を開催し、現
地で直接学生と交流する。

日程 日時 2023年1月31日〜2月5日
31日 移動日 日本〜バンガロール
1日 日本語教育機関訪問 訪問/移動 バンガロール〜フバリ
2日 HubilIT大学 KLE Technological University訪問 MOU締結
3日 移動 フバリ〜デリー /日本語教育機関訪問
4日 日本語教育機関訪問
5日 移動日 デリー〜日本

人数 4人

所属学校・役職名
及び氏名／役割

学校法人第一平田学園 中国デザイン専門学校 校長 田口 一子／代表
者・責任者
株式会社
マネージャー 井上 伸一／採用担当
学校法人せとうち 日本ITビジネスカレッジ 理事長 田中 旬一／日
本就職情報周知担当
日本ITシステム株式会社 アミット／通訳・学生交流担当

出張先での
具体的取組内容

KLE テクノロジカル大学を選定した理由は、複数の教育機関へ事前に
岡山県専修学校各種学校協会との包括提携協力について打診したところ、
前向きの連絡を頂いた経緯があるためである。
また、ITに関する専門的な大学のため、本事業が分野の一つとする日本
が不足するIT人材を補強するためには、有用な提携先になる可能性が高
い。

他の学校については、過去日本への信頼のおける留学生派遣実績があ
り、本事業の3分野（IT、ホテル宿泊、介護）を含む留学希望者を募る
ことができる学校を選定している。
①日本語教育機関訪問
訪問先：バンガロール日本語学校 SilverPeak Global banglore
目的：学生交流、岡山県留学説明会開催
②大学訪問
訪問先： Hubil IT大学 KLE Technological University
目的：包括提携締結、学生交流、岡山県留学説明会開催
3. 日本語教育機関訪問
訪問先 デリー日本語学校 Nihonkai Japanese Language Institute
目的：学生交流、岡山県留学説明会開催
④日本語教育機関訪問
訪問先: デリー日本語学校Kosuke Intern Training Cente
目的：学生交流、岡山県留学説明会開催

3.3海外教育機関視察と現地交流会



-10-

留学説明会では、主に以下を行った。

1)岡専各本事業の紹介

2)本事業で制作する動画及びアプリ等リンク

3)専門学校紹介

「ちょっと覗いてみよう専門学校の授業」「専門学校の就職担当の話」等

4)岡山県の魅力発信

5)岡専各沿革等紹介
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3.4 多言語ウェブサイト

「留学するなら日本・岡山へ」

英語

https://gotojapan-okayama.com/en_index.php#

日本語

https://gotojapan-okayama.com/

ベトナム語

https://gotojapan-okayama.com/viet-index.php#

委員会Facebookページの開設

https://www.facebook.com/profile.php?id=100087542357070

令和4年11月11日より。

＊年度内に33本の記の事投稿を実施。(2023年3月2日現在)

《令和4年度（１年目）のKPI達成度・令和5年度（２年目）以降の目標》

多言語ウェブサイトアクセス数

ア．令和4年度のKPI達成度

イ．令和5年度以降の目標

KPI項目 Ｒ4年度【目標】 Ｒ4年度【実績】 達成率

①多言語ウェブサイト閲覧人数 2,000人 2200 110％

KPI項目
１カ年目

（Ｒ4年度）

２カ年目

（Ｒ5年度）

３カ年目

（Ｒ6年度）

①多言語ウェブサイトサイト閲覧人数 2200 3,000人 4,000人

https://gotojapan-okayama.com/en_index.php
https://gotojapan-okayama.com/en_index.php
https://gotojapan-okayama.com/
https://gotojapan-okayama.com/
https://gotojapan-okayama.com/viet-index.php
https://gotojapan-okayama.com/viet-index.php
https://www.facebook.com/profile.php?id=100087542357070
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①多言語ウェブサイトのアクセス数

→令和4年度より本格始動と捉えて、まずは1,000人のアクセスを目指す。SNS
との連携した情報発信を強化する。

②SNSのフォロワー数

→FacebookのほかにもInstagram、Twitter等他のSNSの活用も検討し、併せ
て、WEBサイトとの連携も強化し、委員会の存在や活動の認知度の向上を目
指す。

取組の推進体制

＊WEBサイトのコンテンツ、Facebookのフォロワーの増加策については、
｢留学生発掘推進部会｣にて協議・検討を行った。

＊WEBサイトの制作及びFacebookの制作・更新・管理・維持については、岡
専各にて行った。

多言語ウェブサイト
《ベトナム語 》 《 英語 》 《日本語 》



-13-

3.5 母国在学生及び在学生の学習指導上課題の解決

学習指導上の課題

【課題1】在日前は学生に日本の職業職種とビザ種についての知識がない

【課題2】オンラインでは学修サポートには以下の困難がある

・時差のため国による時間調整が困難

・スマホでの視聴が多くホワイトボードも使えない

・テストや宿題の提出が煩雑で難しく、授業運営が対面よりも時間がかかる

これら課題解決のために以下3つの施策を実施した。

1. 学修留学生の母国内におけるオンライン学習に係るコンテンツ開発

2. 学修サポート体制の整備

〇多言語による日本語学習アプリ「N5-N4自習アプリ」の制作

(1)オンライン学習コンテンツとして、１）ビザ種の特徴と在留資格、２）日
本の文化、３）日本語を開発する。岡山県で働く際の職種とビザ種（とりわけ、
技術人文知識・国際業務と、介護ビザ）の特徴と在留資格の内容を発信するこ
とで、留学生が卒業後、具体的に岡山県内で就職するイメージを喚起させる

(2)多言語対応学習アプリの開発：１）学習サポートへの課題に対しては、い
つでもどこでも学べるアプリで時差の問題を払拭。２）スマホに合わせたレイ
アウトを適用。３）学習進捗をリアルタイムで共有できる機能により授業効率
を上げることによって課題解決を図る。日本語能力のN5、Ｎ４の日本語学習
者に加え、在留資格の問題、日本での生活（ゴミ出しルール、市役所手続き
等）も多言語で学べる。

(3)学習サポート体制の整備についてはオンライン学習には上述の多言語学習
アプリを活用することで、留学生の来日時の迅速な生活立ち上げを可能にする。
アプリの学習進捗の共有機能は、教員が学修サポートの効果を向上させる。

＊また2回目のイベントとして「外国人学習アプリ活用セミナー」を開催。2D仮想空間
oVice等を利用し、海外の大学や日本語教育機関と岡山県の専修学校や日本語教育機関を交
流しやすくし、情報交流を促進させる。そのために実際にダウンロードして使ってもらい、
直接良さを分かってもらうと同時に、改善に向けた意見収集の場とした。

日本語学習アプリ「GoToOkayama日本語学習アプリ」

https://app.gotojapan-okayama.com/login

アンドロイド

https://play.google.com/store/apps/details?id=com.okasenkaku

iPhone 

https://apps.apple.com/app/id6444712847

＊制作については、(株)アローサル・テクノロジーに外注して行った。
＊アプリの管理・維持は、（一社）岡山県専修学校各種学校振興会にて
行うこととした。

https://app.gotojapan-okayama.com/login
https://play.google.com/store/apps/details?id=com.okasenkaku
https://apps.apple.com/app/id6444712847
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＊ダウンロードサイトは、多言語ウェブサイトにもリンクさせた。

令和4年度（１年目）のKPI達成度・令和5年度（２年目）以降の目標

ア．令和4年度のKPI達成度

イ.令和5年度(1年目)以降の目標

KPI項目
１カ年目

（Ｒ4年度）

２カ年目

（Ｒ5年度）

３カ年目

（Ｒ6年度）

①日本語学習アプリ利用数 100人 300人 400人

KPI項目 Ｒ4年度【目標】 Ｒ4年度【実績】 達成率

①日本語学習アプリ利用数 100人 33 33％

オンラインセミナー
2回目「外国人学習アプリ活用セミナー」を開催

11月30日(水)16:00〜17:30
参加者国籍:【5名】参加者国籍:【5名】インド2名/ウガンダ2名/ベトナム 1名

日本留学に興味があつ方にご参加頂き、交流、学習アプリのご紹介をした。
アンケートにご協力いただいた方には、無料で学習アプリが利用できるように
ご案内した。
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3.6 在学中の在籍管理、生活支援サポートへの対応

◎来日後の円滑な学習継続に向けた支援、学習サポート体制確立に向けて

現在、出入国在留管理局では、法務省告示校の日本語学校等日本語教育機関へ
の入学条件として最低150時間以上の日本語学習歴またはN5以上の日本語能力
があること、また直接専門学校専門課程へ入学する者においてはN2以上の日
本語能力が必須条件である。このように学習目的の異なる学生の受け入れ後の
学修支援については当然ながら支援、サポートの内容が異なる。

日本語学校受け入れでは、生活面での支援（日常生活での悩み、アルバイト、
ホームシック等）が必要である。具体的にはアルバイト支援を含む「生活支援
相談・就職相談」を、インターネット、スマホ内で行えるシステム開発を実施
する。

また、日本語学校・専門学校・行政・企業等での情報交換と共有と問題解決の
ため、「岡山県留学生ワンストップ連絡会議」の開催し、その内容を多言語ウ
ェブサイト、動画等で周知する。「岡山県のために来日してくれた留学生」を
強力に支援していく。この連絡会議には、就職後のサポート体制（結婚、出産、
育児支援、再就職サポート、起業サポート等）も想定していく。この会議は、
岡山県専修学校各種学校振興会内部の留学生担当理事が主導して進めていく予
定である。

日本で就職を目指す留学生は特にアジア圏からが多い（日本学生支援機構調
べ）。ベトナムやネパールに加え、近年はミャンマーの学生の介護就職志望が
増加している。IT関連も根強い人気があり、通常は欧米を目指すインドのIT志
望学生の一部も、日本のサブカルチャーを好み、来日している。また、ミャン
マー学生もITスキルが比較的高く、日本就職を目指す者が増加している。

多様な留学生にとって、ジョブ型雇用（スキルに合った就職）ができるかどう
か、その支援体制の充実度が留学先を選ぶ重要な要素になる。

留学生の在籍管理システム（留学生データベース）の開発

《活動内容》

ア．留学生在籍管理システムの構築と教育機関への導入

今年度は、システムの製作を行い、委員会構成員の各校及び委員会以外の4校
を加えた8校に導入し、試行を行った。

［システム導入校］

・倉敷ファッションカレッジ（推進委員会委員）

・岡山情報ビジネス学院（推進委員会委員）

・島根デザイン専門学校（推進委員会委員 ※中国デザイン専門学校姉妹校）

・日本ITビジネスカレッジ（推進委員会委員）

・岡山外語学院（推進委員会委員）

・福岡日本語学校(県外よりモニター参加)

・学校法人 赤塚学園(県外よりモニター参加)

・イデアITカレッジ阿蘇(県外よりモニター参加)
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＊制作については、アローサル・テクノロジー株式会社に外注して行った。

＊アプリの管理は、アローサル・テクノロジー株式会社にて行い、留学生在籍管理システム
（留学生のデータベース）の管理・更新は、システムの導入校にて行う。

留学生在籍管理システム
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3.7 就職支援等(例:就職先の新規開拓やマッチング体制の構築)

◎就職に向けた国内企業とのマッチング、定着支援に係る取組

元留学生にヒアリングすると、就職前のイメージと就職後の働き方に大きな隔
たりがあり、離職につながっている。ミスマッチングの防止と就労定着度の向
上のための支援体制の構築が不可欠である。よって外国人の日本での就労にお
いて、「日本的雇用」「日本的採用制度」「日本的昇格、昇給制度」等は、外
国と大きな隔たりがあるため、理解でき ないことが多い。その日本的な就労
文化も、マッチング前に理解させる必要がある。その上で岡山県内の企業に本
事業を周知するとともに、留学生 の求人需要について、調査を実施する。そ
のうえで、下記事業を実施していく。

①専門学校のカリキュラム内で、企業インターンを実施する。また企業も、
留学生を採用する際、インターシップは就労への近道であり、その周知を実
施する。

②インターシップ参加企業と参加できる専門学校の登録システムを構築し、マ
ッチングを進める。その際、在留資格と、職種（ビザによる業種のちがい、
企業理解のためのビザ紹介）についても、理解を深める工夫を行う。

③留学生と日本企業のマッチングアプリの制作。留学生がベトナム語、英語等
の外国語で入力することで、日本語の履歴書を自動的に作成することができる、
外国人向けマッチングシステムを導入する。

④就職に向けた企業とのマッチィングの「留学生就職説明会」を開催

・岡山県下の行政、企業等に参画していただき、留学生就職説明会を実施。

・岡山国際交流センターにて企画名称「GoToOkayama留学生が企業と出会え
るジョブフェア

・【企業10社、学生45名】が参加

・オンラインと現地のハイ ブリッド形式で、２D仮想空間『oVice』を利用し、
先進的なマッチングの取り組みを行う。

【アプリの特徴】

・多言語入力に対応し、自動的に日本語の履歴書を作ることができる。

・アプリに掲載される求人票は留学生の興味を引く項目を設ける。例えば、
10年間、20年間等、長期間での給与提示等、経済的な安定や一定の資産を築
けることを示す。

・基本給に加えて、インセンティブと昇給・昇格の情報等も盛り込む。一般的
なハローワーク等の求人票は給与、手当、試用期間、交通費等と数行の自社ア
ピールのみの場合が多く、学生自身も「アルバイト」の時給から、月給に変わ
ったくらいのイメージしか抱けない。就職へのモチベーションを高める情報は
重要である。
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■仮想空間『oVice』を活用したオンラインセミナー・交流会

1月30日(月)16:00〜17：30実施

場所：岡山国際交流センターと仮想空間【oVice】のハイブリット開催

《参加企業10社》

株式会社カイタックホールディングス/メーカー、商社

サトミ紙工株式会社/製造業

オーエムグループ/製造業

株式会社MAYA STAFFING/人材関連

えふ合同会社/教育

アジア人材サービス株式会社/人材関係

日本ITシステム株式会社 /IT

株式会社SUMAIZU 介護、医療

新見自動車教習所/勝英自動車学校/サービス業

《求職者 45名》

《行政書士2名》

※在留資格申請についての専門家である行政書士にご参加いただき、就労ビザ
相談ブースを設置した。
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就職マッチングアプリ
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3.8 インドとの提携
１．LEテクノロジカル大学（KLE Technological University）を訪
問し、連携協定締結を行った。その他の教育機関を訪問し、岡山
県への留学を促す説明会を開催し、現地で直接学生と交流した。
訪問先
①日本語教育機関訪問
訪問先：バンガロール日本語学校 SilverPeak Global banglore
目的：学生交流、岡山県留学説明会開催
②大学訪問
訪問先： Hubil IT大学 KLE Technological University
目的：包括提携締結、学生交流、岡山県留学説明会開催
日本語教育機関訪問
訪問先 デリー日本語学校 Nihonkai Japanese Language Institute
目的：学生交流、岡山県留学説明会開催
④日本語教育機関訪問
訪問先: デリー日本語学校Kosuke Intern Training Cente
目的：学生交流、岡山県留学説明会開催
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4．その他付随して実施した取り組み

本事業ではアンケートによる調査を実施した。

◎調査目的

１）本事業の取り組みの中で、岡山県内の企業における外国人留学生の雇用に
ついて、現在どのように考えているのか、また将来的な展望等をインタビュー
形式で聞き取り、次年度の本事業の課題や企業の要望等を取り入れるべくアン
ケート調査を行った。

２）2021年度からのコロナ禍により、コロナ禍前とは異なる異常な留学生の
募集と入学となった日本語学校、専門学校（専門課程）の留学生の募集の状況
を少ないサンプルではあるが、委員会での委員の現況報告を実証的に調査した。

３）本年度の本事業において特に仮想空間とICT活用が主な事業実施の核であ
ることから、「事業実施に伴うアウトプット」における各項目について、次年
度にアンケート調査を行うことによって、海外における学習者と学校関係者の
問題の指摘と要望、更には事業への評価の集約を行い、同様のことを日本国内
の留学生、学校機関、企業にも調査を実施し、事業実施による成果、測定指標
を達成させていくこととしたい。

◎特にコロナ禍前の学生31万人への回復を進める中、いわばリセットされ本
事業でのアプリ、システム開発によりコロナ禍前のネパール、ベトナム等の学
生の「質」の比較という点(例えば来日後のN3.N2.N1取得率比較)で学習意欲
の違い、就職へのモチベーション維持といったことも検証できる可能性がある
国を対象国としたい。
①調査対象者は以下とする

A学生： A-1 国内学生 A-2 海外学生

B学校： B-1国内学校(日本語学校 専門学校)

B-2海外(日本語学校・大学など)

C協力企業

1. 調査方式：アンケートを実施する。以下の2通りとする。

2. 対面ヒアリング (海外または遠方はオンラインで実施)

定性情報、生の声を拾い上げるため、一部対面の実施は必須である。紙面での
回答(郵送・FAX・メール添付など)、およびWebの回答フォーム方式。この調
査は、広く意見を募りより多くの調査ｎ数を獲得するために導入する
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調査結果の成果への活用

アンケート調査の目的をもとに、調査結果を総合的に分析し、課題と問題点
だけでなく、評価を得た箇所においても次年度事業に活かすことにより、KPI
の目標値を達成させていく。そのためにも、アンケートにおける調査で特に重
要なところは、日本国内や対象国における日本留学に関心をもっている学習者
及び動画視聴者であり、これらの数値を上げることが本事業の基礎である。よ
って学習者側の意見や要望を「交流会」という場で学校、企業の要望と課題を
シンクロさせることが非常に重要であり、交流会のテーマの選定は、令和5年
度、6年度と継続していく中で、参加者も含め可変的な要素のある実施項目で
ある。
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本年度事業でのアンケート調査

1）留学生の募集状況
日本語学校、専門学校（専門課程）の学生募集状況について

＊専門学校は専門課程を有し、日本語学科を併設し、且つ専門課程で留学
生の受け入れを行っている専門学校であるため、以下のAとBとも回答。

【アンケート質問】
A 日本語教育機関（専門学校・日本語学校等）（ｎ７）

B 専門学校専門分野専門課程（非日本語教育）の外国人留学生について
（ｎ4）

学校の内訳

日本語学校 3校 福岡1校(会社立)、東京2校(各種学校立)

専門学校 4校 岡山1校、長崎1校、金沢1校、福岡1校
(日本語教育設置学科)

2022年度10月生募集について

a募集及びCOEの申請をしましたか

B目標申請数でCOEの申請を行いましたか

2023年度4月生募集について

A募集及びCOEの申請をしましたか

B目標申請数でのCOEの申請を行いましたか

1.2022年度4月生の留学生入学状況

a留学生の入学の有無

B入学予定数に達しましたか

2023年度4月生の学生募集状況

a留学生の募集予定の有無

B入学目標数に見通しについて
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2）企業の留学生の採用、雇用について
岡山県内の企業へのヒアリング

外国人の就労ビザ（ＣＯＥ）に係る専門家

行政より留学生の日本への招致、日本での教育、就職支援等

企業名 役職 氏名

株式会社ファースディレクション 代表取締役 木本康大様

MAYA STAFFING株式会社 九州支店 支店長 榎本裕治様

アジア人材サービス株式会社 社員 グェンバーチュン様

日本ITシステム株式会社 代表取締役 田中旬一

オーエム機器株式会社 課長 川中良太様

サトミ紙工株式会社 取締役専務 里見允ニ様

株式会社クボタ 課長 谷村 良太様

企業名/所属 役職 氏名

行政書士今林大介事務局 代表 今林大介様

グラスルーツ行政書士事務所 代表 田口順一様

所属 役職 氏名

岡山県県民生活部国際
課

主幹 福家鉄也様
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５．事業実施に伴う成果物及び各取組詳細報告書

5.1動画を活用したオンライン説明会/動画制作

5.2動画を活用したオンライン交流会開催

5.3海外教育機関視察と現地交流会

5.4多言語ウェブサイト

5.5母国在学生及び在学生の学習指導上課題の解決

5.6在学中の在籍管理、生活支援サポートへの対応

5.7就職支援等(例:就職先の新規開拓やマッチング体制の構築

5.8インドとの提携

5.92D仮想空間『oVice』を活用したWEBセミナー及び就職説明会
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令和4年度 「専修学校留学生の学びの支援推進事業」

仮想空間とICTを活用した来日・学修・就職の
岡山県ワンストップ留学生支援体制設備事業

5.1動画を活用してオンライン説明会/動画制作
5.2オンライン交流会開催

5.事業実施に伴う成果物及び各取組詳細報告書
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【専修学校委託事業成果PR動画】

●取組内容や成果について、文部科学省からの発信を強化し、それらの周知、
普及を図り、専門学校等における活用を促進する目的などで動画を制作した。

●事業の概要、背景、目的の説明や取り組み内容や得られた成果を、実際に
開催したセミナー参加者や講演者の様子、オンライン画面上での交流映像な
どを交えて解説した。

【岡山県専修学校多言語PR動画】

●委員会の中で多言語で外国人に向けて、岡山県の魅力、専修学校の魅力をPR
する動画の制作を実施することを決め、制作した。

●岡山県の自然、街中などの日常の風景に加え、各専修学校の教員や学生の交
流の様子を盛り込み、岡山への親近感を持ってもらい魅力を感じてもらえる内
容にしている。実際に各学校に在籍する教職員や留学生の生の声が聴け、更に
すべての言葉を多言語（英語、中国儀、ベトナム語）に翻訳しており、海外か
らの直接視聴を促し理解度を向上させている。

動画を活用してオンライン説明会/動画制作
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岡山留学は魅力がいっぱい!オンライン交流会

動画を活用してオンライン説明会/オンライン交流会開催
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令和4年度 「専修学校留学生の学びの支援推進事業」

仮想空間とICTを活用した来日・学修・就職の
岡山県ワンストップ留学生支援体制設備事業

5.3 海外教育機関視察と現地交流会

5.事業実施に伴う成果物及び各取組詳細報告書
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インド視察
目的:岡山専修学校各種学校振興会として

日本語学校との提携、IT大学とのMOU締結を行う。

海外教育機関視察と現地交流会
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令和4年度 「専修学校留学生の学びの支援推進事業」

仮想空間とICTを活用した来日・学修・就職の
岡山県ワンストップ留学生支援体制設備事業

5.4多言語ウェブサイト
「留学するなら日本・岡山へ」

5.事業実施に伴う成果物及び各取組詳細報告書
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サイト名 サイトＵＲＬ

日本語 https://gotojapan-okayama.com/

英語 https://gotojapan-okayama.com/en_index.php#

ベトナム語 https://gotojapan-okayama.com/viet-index.php#

•多言語ホームページの制作と開設を行いました。

1-1.URL

日本語サイト

1-2.サイトイメージ

英語サイト

多言語ウェブサイト
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ベトナム語サイト

1-3.コンテンツ
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【令和4年度実績】

【制作会社】 株式会社アローサル・テクノロジー

東京都港区北青山2-7-20 第2猪瀬ビル2F

03-4400-1287

E-mail:info@arousal-tech.com

KPI項目 Ｒ4年度【目標】 Ｒ4年度【実績】 達成率

①WEBサイトへのアクセス数 2,000人 2200 110％

mailto:info@arousal-tech.com
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SNS

●インド、ベトナム、ネパールの各国において、影響力の高いFBを選び、リアル

タイムな情報の発信を行い、WEBサイトへのアクセスも増加させる。

●上記ウェブサイトやSNSは、ターゲット国の日本語教育機関と包括提携後、リ

ンクする予定。

来年度以降も継続する課題

◎日本への留学希望者において、岡山県は留学先、就労先として認知度や興味度

が低い。

◎さらに、日本のIT企業の事業内容や専修学校等でのIT分野のカリキュラムにお

いて、知識や理解度が低い。

◎留学生の先輩たちの卒業後の岡山企業における就労状況は、発

地にいる来日前の留学希望者たちには、十分に伝わっていない。

◎世界的な災禍、あるいは日本における甚大な自然災害等が発生

した非常時において、留学生のとるべき行動や留学生向けの支

援情報、オンライン授業への参加が可能な情報などを迅速に伝

えるツールが、現時点、岡山県には存在しない。
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令和4年度 「令和4年度 「専修学校留学生の学びの支援推進事業」

仮想空間とICTを活用した来日・学修・就職の
岡山県ワンストップ留学生支援体制設備事業

5.5母国在学生及び在学生の学習指導上課題の解決

5.事業実施に伴う成果物及び各取組詳細報告書
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多言語日本語学習アプリ《岡山県版》概要

日本語スキルのレベルアップや日本での生活、就学・就労で必要となるマナーな

どの知識について、留学生がクイズ方式で習得できる、多言語アプリである。岡

山県にて留学生活を送ることに特化したコンテンツのアプリを開発し、来日前、

来日後の留学生が、自身の能力や知識のレベルに合わせて、いつでもどこでも好

きなとき学ぶことができる環境を整備し、日本語能力の低さや生活環境になじめ

ないことで脱落する留学生の減少を図る。

(1)オンライン学習コンテンツとして、１）ビザ種の特徴と在留資格、２）日本の

文化、３）日本語を開発する。岡山県で働く際の職種とビザ種（とりわけ、技術

人文知識・国際業務と、介護ビザ）の特徴と在留資格の内容を発信することで、

留学生が卒業後、具体的に岡山県内で就職するイメージを喚起させる

(2)多言語対応学習アプリの開発：１）学習サポートへの課題に対しては、いつで
もどこでも学べるアプリで時差の問題を払拭。２）スマホに合わせたレイアウト
を適用。３）学習進捗をリアルタイムで共有できる機能により授業効率を上げる
ことによって課題解決を図る。日本語能力のN5、Ｎ４の日本語学習者に加え、在
留資格の問題、日本での生活（ゴミ出しルール、市役所手続き等）も多言語で学
べる。

(3)学習サポート体制の整備についてはオンライン学習には上述の多言語学習アプ
リを活用することで、留学生の来日時の迅速な生活立ち上げを可能にする。アプ
リの学習進捗の共有機能は、教員が学修サポートの効果を向上させる。

●オンラインによるシステムなので、世界的な災禍や、日本における緊急事態発

生時においても、留学生が途切れることなく学ぶことを可能とする。

《アプリの機能》

＊日本語基礎のＮ５からビジネス日本語のＮ4まで、レベルに合わせた学習機

能を完備。

＊利用する留学生の声を採り入れ、一定期間でコンテンツ等の改善を実施する。

【制作会社】 株式会社アローサル・テクノロジー
東京都港区北青山2-7-20 第2猪瀬ビル2F

03-4400-1287

E-mail:info@arousal-tech.com

mailto:info@arousal-tech.com
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・日本語
L日本語N5 

L語彙
L文字
L文法
L チャレンジ
L日本語N4

・マナー
L 生活マナーM5 

LM5 説明
LM5 テスト

L 生活マナーM4 

・岡山クイズ
L 岡山クイズ
L岡山クイズ 8級
L岡山クイズ 7級
L岡山クイズ 6級
L岡山クイズ 5級
L岡山クイズ 4級
L岡山クイズ 3級
L岡山クイズ 2級
L岡山クイズ 1級

成果物

Go To Okayama日本語学習アプリの制作とリリース
日英ベトナム語で学習可能。解説付き。

N4とN5の語彙・文法・文字の学習がてぎる。
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成果物

来日前から日本のマナーの勉強か可゙能。
入国前に実施し、入国後の教育が復習となる。
各自の理解度や正解率は管理画面て確゙認可能。

成果物

岡山の特徴や文化、歴史を学ふゴンテンツか充゙実
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岡山就職成功アプリ ユーザー認証

利用者登録そさせる仕組みになっており、利用者のメールアドレスを取
得することが可能。
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認定制度
アプリで問題を解いていき、８割の正解率で、そのコースを認定し認定
マークを発行。

1-6.多言語対応
岡山就職アプリも4言語に対応。

（言語選択画面）
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外国人学習アプリ活用セミナー
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令和4年度 「専修学校留学生の学びの支援推進事業」

仮想空間とICTを活用した来日・学修・就職の
岡山県ワンストップ留学生支援体制設備事業

5.6 在学中の在籍管理
生活支援サポートへの対応

５．事業実施に伴う成果物及び各取組詳細報告書
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留学生在籍管理システム概要

●令和4年度より、岡専各加盟専修学校等でリースによる運用開始予定。

そのために、令和4年度、委員等各校のカスタマイズを実施した。

●留学生の出身国・日本語レベル等の情報に加え、学費納付状況及び授業への出

席管理が閲覧できるシステム。

●在籍管理システムの展開と運用
在籍管理システムを8校に展開

●在籍管理システム展開学校の一覧 学校名およびサイトＵＲＬ

島根デザイン専門学校（推進委員会委員 ※中国デザイン専門学校姉妹校）
https://smd.gotojapan-okayama.com/

倉敷ファッションカレッジ（推進委員会委員）
https://kf.gotojapan-okayama.com

岡山情報ビジネス学院（推進委員会委員）
https://oic.gotojapan-okayama.com/

福岡日本語学校(県外よりモニター参加)
https://fjs.gotojapan-okayama.com/

日本ITビジネスカレッジ（推進委員会委員）
https://jibc.s-c-s.cloud/

学校法人 赤塚学園(県外よりモニター参加)
https://akt.gotojapan-okayama.com

岡山外語学院（推進委員会委員）
https://oil.gotojapan-okayama.com/

イデアITカレッジ阿蘇(県外よりモニター参加)
https://iica.gotojapan-okayama.com/login

https://smd.gotojapan-okayama.com/
https://kf.gotojapan-okayama.com/
https://oic.gotojapan-okayama.com/
https://fjs.gotojapan-okayama.com/
https://jibc.s-c-s.cloud/
https://akt.gotojapan-okayama.com/
https://oil.gotojapan-okayama.com/
https://iica.gotojapan-okayama.com/login
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留学生在籍管理システム概要

●仕様について
＊デモシステムは、当初の計画通り、留学生の出身国・日本語レベル等の情報に
加え、学費納付状況及び授業の出席状況、成績、アルバイト従事情報、サポー
ト・面談の履歴、ビザ及び在留資格の更新・変更時期など、個々の学生の詳細な
個人情報が入力・閲覧できる仕様とした。
＊上記デモシステム導入校に、試行後の感想・意見について、アンケート調査を
行った。

【制作会社】 株式会社アローサル・テクノロジー
東京都港区北青山2-7-20 第2猪瀬ビル2F

03-4400-1287

E-mail:info@arousal-tech.com

mailto:info@arousal-tech.com
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留学生在籍管理システム概要

入学希望者管理

入学希望者検索一覧
申込情報
基本情報
請求・入金情報
在留資格情報

ラベル印刷
入学試験日程通知
合格不合格通知
入学許可証

学生管理

学生検索一覧
基本情報
連絡先情報
請求・入金情報
在留資格情報
在留資格情報
出欠・成績情報
面談情報
就職・進学情報

在籍証明書
在籍期間更新学校発行書類
在籍期間更新本人発行書類
面談表
退学勧告書
退学通知書
退学告知書
卒業（見込）証明書
卒業証書
学生一覧
同窓会一覧

帳票

帳票

出欠/成績管理

出席登録
学生出欠状況一覧
成績登録
学生成績一覧

出席率一覧
（バッチ）出欠集計

帳票

●仕様・機能一覧

請求・入金管理

請求・入金検索一覧
請求情報
入金編集
請求書発行

入金一覧
未入金一覧表
請求書
納付金状況
警告書
領収書
未入金告知

帳票

マスタ管理

コースカテゴリ検索
コースカテゴリ情報
コース情報
コース費用

休日カレンダー
カレンダ情報
学期マスタ一覧
学期マスタ編集 権限マスタ

メニューマスタ
基本情報マスタ
ユーザー検索一覧
ユーザー編集

システム管理

企業

科目

コース

スケジュール

クラス検索一覧
クラス基本情報
クラス編成

クラス時間割情報
科目検索一覧／科目情報

クラス

学校/仲介/企業検索
学校/仲介/企業情報



-57-

令和4年度 「専修学校留学生の学びの支援推進事業」

仮想空間とICTを活用した来日・学修・就職の
岡山県ワンストップ留学生支援体制設備事業

5.7就職支援等
(例:就職先の新規開拓やマッチング体制の構築)

５．事業実施に伴う成果物及び各取組詳細報告書
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●留学生の就職マッチングのシーンにおいて、留学生のプロフィール

データ（匿名版）にて、県内企業への打診数を増加させることにより、

マッチング（面談）数の増加、就職率の向上を目指した。

●世界や国の緊急事態発生時でも、企業等へのマッチング活動は、継続

推進を可能とする仕組みとして構築する。

※閲覧時には、本名ではなく、匿名での閲覧とする予定。

利用状況
学生登録数 389件
企業登録数 433件

マッチング成功 3件
(2023年3月2日時点)

●令和4年度以降、送り出し国における岡山県

への留学希望者のデータベース化も行い、来

日支援、就職支援を促進する方針である。

多言語就職マッチングアプリ利用

英語URL:https://work.gotojapan-okayama.com/enter/en/index.php

日本語URL:https://work.gotojapan-okayama.com/enter/

ベトナム語URL:https://work.gotojapan-okayama.com/enter/vn/index.php

●システム利用につい

求職者の内容
（日本語インターフェースで表示した場合）

https://work.gotojapan-okayama.com/enter/en/index.php
https://work.gotojapan-okayama.com/enter/
https://work.gotojapan-okayama.com/enter/vn/index.php
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求職者の内容（英語インターフェースで表示した場合）

求職者の内容（ベトナム語インターフェースで表示した場合）

多言語就職マッチングアプリ利用
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多言語マッチングアプリ利用
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求人者の内容 (日本語インターフェースで表示した場合) 続き

②多言語就職マッチングアプリ利用
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求人者の内容 (英語インターフェースで表示した場合)

求人者の内容 (ベトナム語インターフェースで表示した場合)

②多言語就職マッチングアプリ利用
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留学生が企業と出会えるジョブフェア
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令和4年度「専修学校留学生の学びの支援推進事業

仮想空間とICTを活用した来日・学修・就職の
岡山県ワンストップ留学生支援体制設備事業

5.8 インドとの提携

5.事業実施に伴う成果物及び各取組詳細報告書
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インド視察報告

下記の通り、インド視察を行った。5つの教育機関を訪問し、総じてイン
ドから岡山への留学生招致広報活動及びヒアリングを実施した。中でも、
Hubil IT大学「KLE Technological University」と岡山県専修学校各種学
校振興会は、友好提携を締結することに成功し、インド地元の新聞にも
掲載された。

各視察参加者4名のプロフィール及び私以外3名の視察の感想も下記に記
載する。

視察途中、岡山県企業とインドの高度人材に関わる留学生送り出しにつ
いての打ち合わせを希望する教育機関からアポを依頼され、井上氏が視
察を延長することになった。ただし、その延長分は自己負担とし、公金
を利用していない。

プロフィール

所属 学校法人せとうち
氏名 田中旬一

1979年 岡山県生まれ
2003年 九州大学法学部政治学科卒業
2005年 ㈱ファーストリテイリング退社
2017年 学校法人せとうち 理事長
2022年 一般社団法人岡山県専修学校各種学校振興会
専修学校留学生の学びの支援推進事業 実施委員会 委員

インド視察

日本ITビジネスカレッジ
理事長 田中旬一
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【訪問先紹介】

《確認事項》

●日本での留学、就職について、どんな分野へ興味ありか確認

（IT/ホテル観光/ビジネス 等）

●認知度確認

《訪問先》

① バンガロール 日本語学校 SilverPeak Global banglore

住所 : #41, 1st Floor, 8th E Main, Jayanagar 4th Block, Bengaluru
560011

コーディネート：アミット

概要：SilverPeak Global（SPG）は、過去10年間、グローバル教育の先
頭にいました。SPGは日本を本社とし、東京と長崎に事務所を構えてい
ます。その企業本社は、インドのベンガルール、アジアのシリコンバレ
ーにあります。 SilverPeak Globalは、インド、日本、ネパール、フィリ
ピン、韓国、ウズベキスタンを含む6カ国に存在しています。

+91 8041224499

info@silverpeakglobal.com

www.silverpeakglobal.com

②Hubil IT大学 KLE Technological University

住 所 :Vidya Nagar, Hubballi, Karnataka 580031KLE Technological
University,

Vidya Nagar, Hubballi, Karnataka 580031

コーディネート：アミット

概要：KLE技術大学（KLE Tech）は、インドの最高の技術大学の1つで
ある、ハブリの著名な工学大学に根を持っています。創設組織である
KLE Society、Belgaumは1947年に設立され、現代工学教育の基礎を築
くことを願っています。その後、それはインドの技術教育システムで独
自のプライドを持つポジションを獲得し、維持するために進化しました。
21世紀に入って、大学は、挑戦的なグローバル工学教育の状況に適応す
るため、包括的な改革プロセスを実施しました。学術優秀性を追求して、
大学は、2021年南部の大学年間賞や、マサチューセッツ工科大学が工学
教育の未来のリーダーシップを注目する5つの場所の1つとして、KLE
Techを特定するなど、多くの賞を獲得しています。
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③デリー 日本語学校 Nihonkai Japanese Language Institute
住所：BF-30, Tagore Garden (Near Tagore Garden Metro Station, Gate 
No.1) New Delhi 110027
コーディネート： Ashima Mehata 91-99997-98094, +91-11-47353843 
概要：https://www.japaneselanguage.co

④デリー 日本語学校Kosuke Intern Training Center
(Hierank business school noida)
Location :https://g.co/kgs/XEAvvg
担当者: Dinesh Batra 
+91 99104 00284
Or
担当者: Sajal
+91 99998 76243

⑤カンプール 日本語研修センター LohiaCorp Japanese Language 
Training Centre
住所：/A Panki Industrial Estare, Kanpur, 208 022 India
担当者：Shuichi Kamada

https://www.japaneselanguage.co/
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参加者プロフィール及び
視察の感想

【プロフィール 】

氏名 田口一子 タグチカズコ

所属 学校法人第一平田学園 中国デザイン専門学校

役職 学校長

専門分野 ファッションデザイン

1967年 岡山県生まれ

1991年 中国デザイン専門学校ファッションデザイン科卒業

1991〜1995年 ジャヴァグループ他アパレル・メーカー勤務

1996年 学校法人第一平田学園 中国デザイン専門学校 奉職

2011年 学校長 就任

2013年〜現在 ISO29993:2017LS審査員補

2022年 岡山大学大学院社会文化科学研究科組織経営専攻（MBA） 在
学中
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令和4年度岡山専各文科省委託事業
「専修学校版グローバル化対応推進支援事業」

海外日本語教育機関等(インド/バンガロール・フバリ・
デリー)視察報告

学校法人第一平田学園
中国デザイン専門学校

田口一子

期間：2022年1月3１日（火）〜2月５日（日）

①訪問先：2022年2月1日（水）
バンガロール：日本語学校 【SilverPeak Globe Bangalore(SPG) 】

②訪問先：2022年2月２日（木）
フバリ：Hubli IT大学 【K.L.E Institute of Technology Hubli （
K.L.E.I.T）】

③訪問先：2022年2月３日（金）
デリー：日本語学校 【Nihongo Education Services Pvt.Ltd.（日本海
日本語学校）】

④訪問先：2022年2月４日（土）
デリー：日本語学校 【KOSUKE INTER TRAINING 
CENTER(HIERANK ビジネススクール)】

文科省委託事業参加者
岡山県IT関連企業代表：（株）システムズナカシマ 岡山支店第3営業
グループマネージャー 井上伸一氏（元岡山科技専留学生担当）
岡山県専修学校各種学校振興会代表：中国デザイン専門学校 田口一子
（平田会長代理）
「留学生学びの推進事業」受託先：日本ITビジネスカレッジ 理事長
田中旬一氏
日本ITシステム（株）プロジェクトリーダー テンガレ・アミット氏
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目的：岡山専各は、文科省委託事業として「留学生学びの推進事業」を受
託し、インドを含め留学生の留学及び就労支援を実施している。岡山専各
がおこなっている仮想空間とICTを活用した来日・学修・就職までの留学
生支援体制整備事業は、日本における留学生教育機関等のなかでも先進的
な取り組み内容である。今回のインド視察においてはその先進的な取り組
み内容を関係者等に周知し、インド教育機関及びITや日本語を学ぶ学生な
どに岡山県の魅力を伝え優秀な人材にまずは興味を持ってもらいそして来
岡に繋げる事である。高いITスキルを有するインドの学生が就労する国や
地域として欧米を選択するケースが多いが、平和で安全で美しい日本・岡
山でその専門知識を活用し、活躍することは日印間の友好関係を築くこと
ができる。またそれは、双方にとってもたいへん有益なことである。今回
は「日本での留学、インターンシップ及び就労に関するプロジェクトにお
ける相互協力」を岡山専各とHubli IT大学 K.L.E Institute of Technology 
Hubli （K.L.E.I.T）とでMOU（Memorandum of Understanding）を交わ
すこともそのひとつであった。

所感：今回の岡山専各「留学生学びの推進事業」インド視察では、日本
ITシステム（株）プロジェクトリーダー テンガレ・アミット氏の貢献
は多大だったといえる。今回目的とした『高いITスキルを有するインド
の学生が就労する国や地域として欧米を選択するケースが多いが、平和
で安全で美しい日本・岡山でその専門知識を活用し、活躍してもらうこ
と』だが、テンガレ・アミット氏はそのお手本となる人物だった。その
アミット氏の現地母校である、バンガロール：日本語学校
【SilverPeak Globe Bangalore(SPG) 】及びフバリ：Hubli IT大学
【K.L.E Institute of Technology Hubli （K.L.E.I.T）】に今回訪問しアミ
ット氏よりこの先進的プロジェクトを説明したことは、たいへん説得力
があったといえる。また、これは日本の文部科学省委託事業であり日本
人グループ１０名をコーディネートしている活躍ぶりは、彼の凱旋帰国
に相応しいともいえる。前回インド視察における現地ヒアリング記録と
して、「日本のIT産業はシステム開発が中心であり、中国・アメリアに並
ぶ国際競争力が無い」と大学関係者のコメントがあった。またK.L.E.I.T
において３００名の学生へのプレゼン最後には、『日本のIT業界のサラ
リーはいくらか（あまり高く無い）』といった質問もあったが、やはり
こういった日本の有効とはいえないイメージ・コメントもあるのが実際
だ。このような否めない部分をカバーできる日本・岡山の最大の魅力
は、なにより高い安全性と親和性でありこれを強調することで、住みや
すい環境・ストレスフリーな生活が日々おくれる保証が日本・岡山には
あることが、なにより有益な魅力だといえる。テンガレ・アミット氏は
来日後福岡の日本語学校学修終了後、岡山で専門知識を活用し実際ビジ
ネスで大活躍している。岡山の田舎生活をたいへん気に入っている。
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また同行した赤塚学園（鹿児島）の留学生募集担当ヌプルさん（女性・イ
ンド出身22歳）は、岡山の日本語学校及び専門学校における学修終了後一
時期東京での生活を体験したが、『地方（岡山・鹿児島）の方が東京より
住みやすい、インドには戻りたくない』とのコメントもあった。

岡山専各「留学生学びの推進事業」拡充及び日本・岡山への来日・就労へ
の誘致だが、なにより留学生経験者本人のコメントは一番説得力があり、
最良だといえる。今回K.L.E.I.TとMOUを交わし今後のこの支援事業継続
として新規項目に、定期的にオンラインでテンガレ・アミット氏より現地
学生にむけた企業説明会や日本を紹介する授業をおこなうなども効果ある
イベントとして考えられる。今回のインド視察は、先進的な取り組みであ
るこの事業は岡山専各のフロンティア精神を裏付けできるものだったとい
える。現在はどの都道府県専各もスタンダートになってきた専各主催の広
報などのイベントだが、岡山専各はいち早く専各主催でお仕事体験会など
のイベントをスタートさせた。またこの事業は毎年継続して開催するなど
ブラッシュアップされており、岡山専各加盟校が一丸となって進学サポー
ト業者に頼らず自分達で高校生等の県外流出を防ごうと利害関係なしで取
り組んでいる。岡山専各は他県のお手本となる団体だと私は認識している。
岡山専各はこういった高い親和性を有する団体であり、このたびの先進的
な取り組み留学生支援事業も岡山専各の高いポテンシャルを象徴している
といえる。この事業も岡山専各だからおこなえる取り組みであり、他県の
お手本となる岡山専各だとあらためて私は認識した。
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2月4日付カルナーカ州新聞及び SNS

KLE Technological Universityとの

MOU協定記事

バンガロール 日本語学校
【SilverPeak Global banglore】

フバリ
【KLETechnological University】

MOU及びイベントホールにて学生へプレゼン様子
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【プロフィール】

所属 株式会社システムズナカシマ
氏名 井上 伸一

1954年 岡山県生まれ
1977年 私立千葉工業大学工学部電気工学科卒業
1977年 株式会社両備システムズ 入社
2004年 学校法人岡山科学技術学園 入園
2019年 株式会社システムズナカシマ 入社 現在に至
る
2021年 一般社団法人吉備高原オープンイノベーション
協会 専務理事 現職と兼務
2022年 一般社団法人岡山県専修学校各種学校振興会
専修学校留学生の学びの支援推進事業 実施委員会 委
員
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令和4年度岡山専各文科省委託事業
「専修学校版グローバル化対応推進支援事業」

海外日本語教育機関等(インド/バンガロール・フバリ・
デリー)視察報告

１．バンガロール：日本語学校 SilverPeak Global banglore

SPGは、インド現地での日本語訓練、留学生／技能実習生の紹介のみなら
ず、日本に本社を置くことにより、インドから日本までのトータル的サポ
ートを組織的に行うという姿勢が強く感じられた。広い視点で事業を捉え
ているため、ビジネスパートナーとしての付き合いができる企業である。

２ ． フ ブ リ ： Hubil IT 大 学 K.L.E Institute of Technology Hubli
(K.L.E.I.T)

インドでのIT技術者のレベルが高いことは多方面から聞いていたが、
KLE Tech側の説明を受け、或いは紹介サイトを閲覧するとその高さが理
解できた。また、学生と実際接すると、皆明るく、人柄の良さが伝わっ
てきた。将来是非彼らと共に日本でITの仕事をしたいと感じた。

３．デリー：日本語学校 Nihonkai Japanese Language Institute

当日本語学校とは既にJIBCとの付き合いがあるとのことで、スタッフ、
教員の接し方が他の訪問先に比べると、関係が一段アップしている。学
生は大学生、卒業生が様々な目的で日本語を学んでいることが分かった。
今後の留学生紹介が期待できる。

４．デリー：日本語学校 Kosuke Japanese Language Institute

当日本語学校は、技能実習生の日本語訓練、送り出しに限定している。
今のところ留学生の紹介は考えていないとのことだが、学校のロケーシ
ョンは郊外の文教地区にあると思われ、今後の展開の仕方では様々なニ
ーズに対応できる学校になると感じた。

株式会社システムズナカシマ
井上 伸一
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５．カンプール：日本語研修センター Lohia Corp
日本でインドからの技能実習生を受け入れている企業から、素晴らしいの
で是非この研修センターを見て欲しいとの紹介があり、訪問した。
当センターは、業務用プラスティックバッグ製造機器の製造・販売の大手
企業であるLohia Corp社が、留学生と技能実習生の日本語教育・訓練と日
本への送り出しを行っている。当センターは、日本人の責任者が運営して
おり、日本語教育のみならず、日本での生活に必要な知識、能力を徹底的
に訓練しており、高い日本語修得、日本の環境に適応できる人材の育成な
ど他の日本語学校にはない特徴があり、紹介された理由が良く分かった。

←日本語研修センター

研修生→
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アミットプロフィール

氏名 テンガレ アミット
所属 日本ITシステム株式会社
役職 チームリーダー
専門分野 コンピューターサイエンス・エンジニアリ
ング

1996年 インド生まれ
2019年 KLE Technological University ,情報技術工学
(大学) 卒業
2019 年 全国工学の大学院適性試験（GATE）で85万
受験者の中5318位
2020年 来日、杏林祭日本語学校、「福岡小郡市」
2020年 NAT日本語能力試験とJLPT試験 2級 合格
2021年〜現在 日本ITシステム株式会社、「岡山瀬戸
内市」
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令和4年度岡山専各文科省委託事業
「専修学校版グローバル化対応推進支援事業」

海外日本語教育機関等(インド/バンガロール・フバリ・
デリー)視察報告

I had a great time visiting India. I got to meet many people
with similar interests as our team, and I visited my university
after a long time. The students and teachers were excited to
meet us, and we met around 500 students, many of whom
were happy to see us. It was my first time visiting Delhi, and
it is a very big city. I gained a lot of new experiences from
this visit to India

1> Silver Peak Global Bangalore

Silver Peak Global in Bangalore is a well-established
Japanese training center with excellent facilities and
classes. They serve many students from across India and
are interested in sending them to Okayama from various
educational backgrounds.

2> K.L.E Institute of Technology Hubli

KLEIT is a renowned engineering institution in Hubli
with a rich heritage of over 100 years. Many of its
graduates go to Western countries like the USA, Germany,
and the UK, but we have also promoted Okayama as a
destination. Many have shown interest in coming to
Okayama, and we believe the highly skilled graduates
from KLEIT will see it as a place for their future careers.

•

•

•

日本ITシステム株式会社
Amith Tengale
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3> Nihonkai Japanese Language Institute Delhi
There were many students actively learning Japanese from 
N5 to N3, with diverse backgrounds. They are definitely 
considering coming to Japan for their future studies and 
careers

4> Kosuke Japanese Language Institute Delhi
There was a Japanese language institute mainly focusing 
on students with a nursing or caregiver background. They 
have around 50 students in their class from various parts of 
Delhi, and most of them are learning online.
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デリー：日本語学校 【KOSUKE INTER TRAINING CENTER(HIERANK 
ビジネススクール)】

デリー：日本語学校 【Nihongo Education Services Pvt.Ltd.（日本海
日本語学校）】
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令和4年度 「専修学校留学生の学びの支援推進事業」

仮想空間とICTを活用した来日・学修・就職の
岡山県ワンストップ留学生支援体制設備事業

｢ヒアリング調査・アンケート調査集計・分析業務｣
実施報告書

6.｢ヒアリング調査・アンケート調査集計・分析業務｣
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日本語学習アプリの利用アンケート調査①（WEBフォーム版）
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学習アプリ感想 (よかった点)

Useful, it is slightly helpful.

内容は充実です!特にマナーの部分について、これまで知らないことを学び
ました。

僕の日本語レベルが上がれる

復習に役に立っています

Because I am satisfied.

このアプリを誓ってどんどんたくさんの文法を知っていますから。ありが
とうございます。

便利だ

大好きアップ

Very satisfied

べんりだとおもいます。

アプリの教え方が上手です。

とてもわかりやすいです。

学習アプリ感想(改善点)

Give us N5 new question to practice.

You should incorporate other digital resources to the app,like videos , 
podcast , worksheet to strengthen learning

音があった方がいいと思っています。

It Would be nice to add the listening and reading section.
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①｢外国人材需要に関するアンケート調査｣の実施

在籍管理システムの利用アンケート調査②（WEBフォーム版）
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アンケート調査
在籍管理システム

【対象】在籍管理システム導入校を対象
システム利用の感想・意見の収集

学校名

専門学校
倉敷ファッションカレッジ

②良い 在留カードの更新や、学費
の入金忘れが防げると感じ
た

福岡日本語学校 ③普通

日本ITビジネスカレッジ ②良い 学生出欠入力が翌月も画面
で確認できたら嬉しく思い
ます。

専門学校
岡山情報ビジネス学院

①とても良い 感じております。本校は、
すでに日本人学科と共通シ
ステムを導入し、そのうえ
で、他のツールとの連携を
しておりますので、導入が
難しいのですが、出席成績
学費管理などすべてが一元
的に管理できるので、現在
の業務量を縮小できると感
じます。

島根デザイン専門学校 ③普通 使用しておりませんので、
普通と評価させて頂きまし
た。

イデアITカレッジ阿蘇 ②良い 今回導入には至りませんが、
今後ともよろしくお願いい
たします。

学校法人 赤塚学園 ③普通

岡山外語学院 ①とても良い 学生情報をまとめてインポ
ートする方法がわかりませ
んでした。
学費の納入状況なども見ら
れるので便利でした。
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本年度事業でのアンケート調査

1）留学生の募集状況
日本語学校、専門学校（専門課程）の学生募集状況について

＊専門学校は、専門課程を有し、日本語学科を併設し、且つ専門課程で留
学生の受け入れを行っている専門学校であるため、以下のAとBとも回答。

【アンケート質問】
A 日本語教育機関（専門学校・日本語学校等）（ｎ７）

B 専門学校専門分野専門課程（非日本語教育）の外国人留学生について
（ｎ4）

学校の内訳

日本語学校 3校 福岡1校(会社立)、東京2校(各種学校立)

専門学校 4校 岡山1校、長崎1校、金沢1校、福岡1校
(日本語教育設置学科)

2022年度10月生募集について

a募集及びCOEの申請をしましたか

B目標申請数でCOEの申請を行いましたか

2023年度4月生募集について

A募集及びCOEの申請をしましたか

B目標申請数でのCOEの申請を行いましたか

1.2022年度4月生の留学生入学状況

a留学生の入学の有無

B入学予定数に達しましたか

2023年度4月生の学生募集状況

a留学生の募集予定の有無

B入学目標数に見通しについて
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日本語学校、専門学校（専門課程）の学生募集状況について
本事業実施委員会では、第一回の委員会から継続して募集状況、進学、就
職等について各委員から意見、報告を共有してきた。
特に2020年4月以降の留学生の入国が制限と緩和という中で迎えた2023年
4月生の入学、入国（日本語学校にあっては入国であり、専門学校専門課
程にあっては一部入国を除く日本国内からの入学）において募集の見込み
と募集状況は学校にとって非常に関心の高いところである。

これまでの報告では、日本語学校（日本語教育機関設置専門学校含む）の
場合、総定員に対する在籍数の割合、２０２３年4月期生の募集と申請者
数、また専門学校専門課程（日本語教育の学科除く）にあっても2023年4
月生の留学生募集について報告がなされ、それを共有してきたこれらの報
告の概要は、日本語学校の場合、「在籍者数はほぼ定員を満たしており、
2023年3月での修了、卒業生の数は多くない状況である。また2023年4月
生募集に関しては、募集できる枠は少ない（つまりは在籍者数で満たして
いる）」と。また、専門学校専門課程の2023年4月生期生募集状況につい
ては、「目標数の留学生の募集数達成は、非常に厳しいい状況にある」と。

本事業においては、これら委員の募集状況の報告を受け、2003年1月16日
〜27日に福岡、長崎、金沢、東京の専門学校、日本語学校（日本語教育機
関設置専門学校含む）に、メールまたは面談により直近の募集状況につい
て、アンケートを行った。アンケートは、あくまでも本事業の実施委員会
での報告が岡山県内だけの状況でないということを証左するためのアンケ
ート調査であるため、サンプル数は少なく、参考にとどめていただきたい。
尚、アンケートに協力いただいた学校は、7校（12校へ依頼し、3校不可、
2校未回答）で、学校名の公表の可否を伺ったところ、可は3校のみであっ
たため、ここでは学校名を伏せ都道府県名のみを掲載した。

ヒアリング調査
A学生/B学校/C協力企業
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学校の内訳：日本語学校３校→福岡1校（会社立）・東京2校（各種学校
立）
専門学校4校（日本語教育設置学科）岡山1校、長崎１校、金沢1校、福岡
1校
＊専門学校は、専門課程を有し、日本語学科を併設し、且つ専門課程で留
学生の受け入れを行っている専門学校であるため、以下のAとBとも回答。
アンケート質問
A 日本語教育機関（専門学校・日本語学校等）（N７）
2022年度10月生募集について
a募集及びCOEの申請をしましたか →行った 7校
b目標申請数でCOEの申請を行った →行った 7校
2023年度4月生募集について
a募集及びCOEの申請をしましたか →行った 7校
b目標申請数でCOEの申請を行った →行った ５校 行わなかった2校

B 専門学校専門分野専門課程（非日本語教育）の外国人留学生について
（N4）
１．2022年度4月生の留学生入学状況
a留学生の入学の有無 →有４校 無０校
b入学予定数に達しましたか →達した４校 達しなかった０校
２．2023年度4月生の学生募集状況
a留学生の募集予定の有無 →有４校 無０校
b入学目標数に見通し →目標数50％以下3校、50％〜70％1校（福
岡）

出入国在留管理庁の発表によると、2022年の在留資格「留学生」での入
国者数は16万7000人（「日本経済新聞社デジタル版2023年1月27日速報
値」）あり、コロナ禍前の2019年の12万1000人を超えている。再入国の
留学生もいるであろうが、コロナ禍の中、入国制限で入国できなかった留
学生が入国緩和で一斉に入国し、日本語教育機関等への入学を果たした結
果だと推測される。2022年度に来日し、日本語教育機関へ在籍している
学生の多くは、、1年前後での日本語学習であり、2023年3月に修了（卒
業）し進学する留学生は少ないと言える。よってその結果は２のBのアン
ケート結果に表れていると思われる。
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C）企業の留学生の採用、雇用について
岡山県内の企業へのヒアリング

外国人の就労ビザ（ＣＯＥ）に係る専門家

行政より留学生の日本への招致、日本での教育、就職支援等

企業名 役職 氏名

株式会社ファースディレク
ション

代表取締役 木本康大様

MAYA STAFFING株式会社 九州支店 支店長 榎本裕治様

アジア人材サービス株式会
社

社員 グェンバーチュン様

日本ITシステム株式会社 代表取締役 田中旬一

オーエム機器株式会社 課長 川中良太様

サトミ紙工株式会社 取締役専務 里見允ニ様

株式会社クボタ 課長 谷村 良太様

企業名/所属 役職 氏名

行政書士今林大介事務局 代表 今林大介様

グラスルーツ行政書士事務所 代表 田口順一様

所属 役職 氏名

岡山県県民生活部国際
課

主幹 福家鉄也様
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ヒアリング（インタビュー）：留学生の雇用について
株式会社ファースディレクション 代表取締役 木本康大様

A.現在、留学生を雇用されていらっしゃいますか？

Q現在、1名の中国国籍の社員が在職しており、入社して3年弱である。

Aその社員の方は、どのような業務を担当されていますか？

Q中国語で中国の取引先とやり取りすることで、取引先と密にコミュニケ
ーションが取れている。以前は、英語でやり取りをしており限界を感じて
いたが、今は当社員を採用したことで中国の技術を取り入れることができ、
会社としてレベルアップできた。同時に中国の発展の凄さを目の当たりに
して驚いている。

A社員の方は、御社に入社されたことに関してどのようにおっしゃってい
ますか？

Q入社当時に、「同級生になぜそんなに小さい会社に入ったのかと言われ
た」と。しかし当時は、コロナ禍になり大企業は、リモートワークが導入
されたが、弊社は、現場仕事を行なっていた。そのことが、逆に「同級生
から羨ましい」と言われたとこの社員が報告してくれた。また彼は、為替
の関係で、中国へ帰国して就職した方が稼げるのではないかと思ったこと
もあったと、包み隠さず話してくれたことがあった。そして仕事や業務で
わからない時があれば、わかるまで聞くように言っている。このようにし
てコミュニケーションを積極的に取るようにしている。

A今後、展望をお聞かせください。

Q常務にイベント照明役員、中国国籍の社員には日本との貿易の社長とし
て、ホールディング化をしていきたい。ドイツ、ヨーロッパ、アジアを中
心にインド。外国籍の方がいると可能性が広がる。円安で厳しい状況が続
いているが、外貨を絡めたビジネスが糸口となる。現在、日本の人口減少
から中小零細企業において人材の獲得が厳しくなってきている現状がある、
そういった社会問題を加味し、日本人にこだわった採用ではなく、海外の
方の雇用も積極的に考えていきたい。

その為の受け入れる体制や環境の整備を行っていく。

多国籍の方と働くことで、文化、歴史、経済について興味が湧いた。視野
が広がった。企画やアイディアが広がる。
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ヒアリング（インタビュー）：留学生の雇用について
MAYA STAFFING株式会社 九州支店 支店長 榎本裕治様

Q.留学生を雇用することについてどのようにお考えですか？

A..とても良いと思う。自身も前職のIT会社では、韓国人スタッフと一緒に
働いていた。とても真面目で熱心に働き、土日の休日にもITの勉強をし、
日本人の友達を作って交流し、日本語を習得することにも熱心であった。
また個人的にはその韓国人スタッフを通して日本とは異なる文化や宗教に
触れ、自分の視野が広がった。

Q..現在人材派遣、紹介の業務での状況をお聞かせください。

A..特定技能分野に外国人を企業に紹介する業務を担っている。このような
単純作業で金銭を稼いだとしても、母国へ帰った際に、この技術が活かせ
るのかと疑問に思う。企業も日本の人手不足のための労働力としてや、雇
用して終わりではなく、留学生の将来のことを考えていくべきだと思う。

また、日本は物価が高く、円安で給料も上がらない。日本人も海外へ出て
行っている状況である。（企業や会社としては、このような状況の中で）
海外の方が日本へ来る人数は減っているのか、またアメリカ、ヨーロッパ
等の国へ流れているのか知りたいところである。
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ヒアリング（インタビュー）：留学生の雇用について
アジア人材サービス株式会社 営業社員 グェンバーチュン

Q.留学生は在籍していますか？

A.ベトナム人社員が2名在籍しています。日本へ留学し、就職しました。

Q.元留学生が在籍していて、良い点や特徴を教えてください。

A.弊社は、外国人求職者を紹介している企業。母国語と日本語が話せるた
め、求職者、求人者としっかりコミュニケーションが取れている。多言語
が話せることによって、海外の国と繋がり、ビジネスが起きる可能性があ
る。

また留学している学生は、99%日本でアルバイトをしたことがあり、日本
の会社の体制をわかっている。また留学生は、専門分野を勉強しているの
で、技術力もある。母国を離れ日本住んでいるので、仕事への意識も違う
と思う。それに日本語の勉強、技術向上のための勉強を日々行なっている。

Q.これから初めて採用する企業の方へ

A.入社時は、日本語のコミュニケーションがうまく取れなかったり、文化
の違いにより不安な点もあったりしたが、企業と留学生がお互いに歩み寄
り、学んでいくことで、長期的に体制が整っていくのではないか。

日本は人口減少で人手不足であるが、特定技能の方、留学生が高度人材
として就職することで日本の経済も活性化してくる。海外の方々も働きな
がら日本でスキルを身につけることができる。
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ヒアリング（インタビュー）：留学生の雇用について
日本ITシステム株式会社. 代表取締役 田中旬一

Q.留学生雇用について、現在、ベトナム、インド、ネパール等国籍の社
員が在籍し一緒に働いているが、いかがですか。

A.異文化の社員がいると面白い。日本の社会にカオスを生み出すことが
でき、耐性ができ、強くなる。日本にとって必要。

Q.その強さとは、強さですか?またその強さを備えると日本はどうなる
と思いますか？

A..社員の母国であるインド、ベトナム、ネパール等でITサービスを展開
していくきっかけになるのではないか。日本は人口が減っていくから、
日本のマーケットは縮小していくが、世界はマーケットが広い。

Q.御社の強みを教えてください。

A.弊社の商品は、外国人向けアプリを販売している。日本国内において
は、日本人向けのアプリは、多いが外国人向けのアプリは少ない。教育
アプリであり、勉強したい時に勉強できる。

Q.A.IS YOUR WORK /LEARN TO WORK /SCS等、他社の外国人向けア
プリとの違いを教えてください。

A.外国人が制作するアプリなのでユーザ目線で制作できる。

Q..また利用されている学生の方の感想は、いかがですか。

A.ユーザは増えている。今後、10万人程度迄拡大したい。

Q.また今後新たに作りたいサービスはありますか。どんなサービスです
か。

A..Web３のサービスと連携し、lear to earnのサービスをつくりたい。

•

Q.最後にIT企業をなぜ岡山に、そして廃校に事務所を構えたのですか？

A.故郷で、心穏やかに働ける環境なので、選定した。
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ヒアリング（インタビュー）：留学生の雇用について
オーエム機器株式会社 業務部業務課 課長川中良太様

Q.留学生雇用について、どのようにお考えですか？

A.ぜひ入社していただきたい。現在、留学生の社員はおらず、技能実習生
が2名在籍している。国籍はタイ。今後留学生に入っていただき、技術専
門職として力になってほしい。

Q.留学生の雇用についていつごろから検討されていましたか？

A.2年前より雇用について考えていたものの、今年初めて留学生就職説明
会に参加した。オーエム機器株式会社とグループ会社であるオーエム産業
株式会社の2社で雇用を希望している。

Q.現在、海外の会社とのやりとりはありますか？

A.オーエム産業株式会社では、メッキ加工の製造業で、海外とのやりとり
はない。オーエム機器株式会社では金属加工の製造業で、こちらも直接に
海外とのやりとりはない。一部、ベトナムの設計会社に図面をCADデータ
に読み取る業務を委託発注している。複雑な内容ではないためコミュニケ
ーションは英語でやりとりし、滞りなく行えている。日本は人口減少で人
材が不足している。外国人の方も会社の力になってくれている。

Q.現在、在籍されている技能実習生を迎えられていかがですか。

A.当初は言葉の問題、壁、文化の違い等があったが、コミュニケーション
を積極的にとるようにしている。ビジネスとしてしっかりお伝えすること
を大切にしながら、職場内の働きやすい雰囲気づくりも心がけている。



-94-

ヒアリング（インタビュー）：留学生の雇用について
サトミ紙工株式会社 取締役専務 里見允ニ様

Q.留学生の雇用についてどのようにお考えですか？

A.積極的に行っていきたい。新しい事業、海外進出を考えており、留学生
に入社してもらいたい。また入社してもらうことで固定概念というものを
取り払い、社内に新しい風を吹かしたと考えている。

Q.現在の雇用状況はいかがですか？

A.昨年日本人を3名採用したが産休に入る社員がいる。コロナ禍、繁忙期
にコロナ陽性接触者になり、人手不足で大変だった。何か起きた時にも円
滑に仕事が回るように整えていきたい。また社員一人一人の役割を明確に
していきたいと考えている。

Q.今後の展望はどのように考えですか？

A.社内も高齢化が進んでおり、行えることも限られてくる。今年70周年を
迎えるが、100年を目指したい。個性を活かすことが当たり前となってき
ている時代であり、多様性が求められていると思われる。以前は、社員に
自分についてきてもらうといったやり方であったが、そうではなく、自分
自身が社員を理解する。自分が変わったら良いと思っている。留学生に寄
り添っていきたいと考えている。

Q.1月30日の本事業のジョブフェアに参加され、いかがでしたでしょうか。

A.より興味を持てたし、雇用について具体的に考えたいと思った。
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ヒアリング（インタビュー）：留学生の雇用について
株式会社クボタ 課長 谷村 良太様

Q.現在、在籍している国籍の方を教えてください。
A.【部署内】中国/台湾/香港/ミャンマー/韓国
毎年4〜7人採用している。また会社全体では、タイ、インド、中国、イ
ンドネシア、ミャンマー等の大きい市場の国の社員を意図的に雇用して
いると思っている。

Q.在籍する外国人社員の就職までのルートは？
A. 二つのパターンがある。先ず、一つ目は母国の大学を卒業後に弊社へ
就職するパターン。この場合は、母国の大学で日本語を専攻し、在学中に
日本の大学へ交換留学で来日しているケースが多い。
二つ目は日本国内の日本語学校を経て日本の大学を卒業し、弊社へ就職す
るパターン。この場合は、母国の大学を卒業した後で、日本で大学院へ入
学し、修了した後に、そのまま就職するケースもある。どちらかというと、
勤務先では一つ目のパターンが増えていると感じている。

Q.留学生を雇用して良い点と思われるのは何ですか？
A.先ずは、職場内の雰囲気が変わったこと。例えば、何事もはっきり意見
を言う傾向があり、こちらもストレートに言わないと伝わらない。また、
これは言ってはいけないのではないか、といった日本のコミュニケーショ
ン独特の空気というものを、外国人は完全には理解できない。特に上述し
た留学生の採用ルートの「一つ目」のケースは、これに該当する人間が多
い。一方で、日本で学んだ留学生は、日本語ができるので、コミュニケー
ションが取りやすいが、日本や日本人を理解が深いせいで考え方が日本化
しているケースも散見される。一長一短あると思う。
Ｑ．課題についてお聞かせください。
Ａ．
1.日本人が外国籍従業員を受け入れられるか。自らの考え方や慣習を変え
ていけるか。
留学生を日本に適応させるのは違うと思う。それでは留学生の持つ強み
が失われる。
2.ハード面である。外国人が働けるインフラ（例えば食事のハラル対応或
いはベジタリアン対応、イスラムの1日5回の礼拝等）を整えられるか。

3.外国では転職が一般的なので、せっかく育てても辞めてしまう可能性が
ある。肩書を上げる、待遇を上げるなどの措置が必要となるが、日本人従
業員との差をつけることは難しいので労務管理は大変。
4.中華圏の従業員を増やすと、必然的に春節の休みを考慮する必要が出て
くる。日本の休日運用だけでは足りないケースが考えられる。
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Ｑ．インド工場現地の方とのやりとりは、どの言語で行っていますか？
Ａ．英語がメイン。拠点がチェンナイやデリーなど複数に跨っており、イ
ンド人同士でも英語でコミュニケーションを取る。また日本人社員もイン
ドに駐在している。

Ｑ．企業の外国人採用についてどのようにお考えですか？
Ａ．今後も、外国籍従業員の採用を増やし続けると考える。

Ｑ．谷村様が御社入社を決めた理由はなんですか？
Ａ．海外売上高比率がまだ低く、自分が活躍できるフィールドが多そうだ
と考えたから。

Ｑ．同僚や取引先の外国籍の方と接する中で、谷村様はどのように感じま
すか？
Ａ．英語でコミュニケーションを取ると、必然的にストレートな発言が多
くなる。課題があり、解決策を考える（誰が・いつまでに・どのように）
ことでプロジェクトを進めていくのに国籍は関係ないが、それぞれの国の
ビジネス慣習に合わせる努力は必要。
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ヒアリング（インタビュー）：留学生の雇用について
行政書士今林大介事務所代表今林大介様

Q.留学生の就労ビザの手続き業務を行っていらっしゃいますが、留学生の
雇用についてどのようにお考えですか？

A.積極的ではない。理由は、2つある。1つ目は、日本の文化の理解をして
もらうのが、容易ではない。特に仕事をする上で、日本は他国に比べて正
確さを求められるが、それを指導するのは難しい。2つ目は、在留ビザ
（就労の在留資格）についてである。在留資格の要件で、留学生が大学や
専門学校で学んだ学科、コースが、職務内容と一致しなければならず、そ
の点は容易ではない。

Q.海外のエージェントとやりとりをする際には、どのように対応されます
か？

A.外国語を話せる日本人を雇用したいとの意見を企業からいただいていて
も、英語、ベトナム語、韓国語を話せる人はいるが、ネパール語を話せる
日本人は少ないというのが現状である。留学生を雇用した時の良い点は、
どのようなことだと思いますか？留学生の雇用について容易ではないが、
留学生は仕事や勉強することにおいて熱心である点は、とても素晴らしい
と感じている。
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ヒアリング（インタビュー）：留学生の雇用について
Bグラスルーツ行政書士事務所 代表 田口順一様

A.留学生の就労ビザの手続き業務を行っていらっしゃいますが、留学生の
雇用についてどのようにお考えですか？

Q.海外進出を考えている企業から留学生を雇用することについて、興味を
持っているとお聞きすることも多々ある。その方は、個人的にも岡山県の
企業にとってとても良いことだと思うとおっしゃっていた。

A.興味はあるもののまだ留学生雇用に踏み込んでいない企業様は、どうい
った理由でしょうか？

Q.日本語能力や文化の理解という問題があり、日本人スタッフとうまくや
っていけるのか、またすぐに退職してしまうのではないかという不安があ
るようだ。東京・大阪といった都会だと英語を話せるスタッフも多いのに
比べ、地方は少なく、コミュニケーションをとるには、日本語力が必要に
なってくる。

A.現在雇用している企業様は、どのような分野、職種でしょうか？

Q. 製造業、建設業、介護系を中心とした現場作業では技能実習生が多い。
最近は技術・人文知識・国際業務で製造業・建設業のエンジニア・設計業
務、そして特定技能が増えてきている印象がある。国籍でいうと中国・ベ
トナム人の割合が高いが、インドネシア、ミャンマー、ネパール、スリラ
ンカなども増えてきて多国籍化が進んできている。

Q.今後、留学生の雇用が増えるには、どうしたら良いと思われますか？

A.現在、留学生を雇用している企業が、採用成功事例として情報を発信す
ることで、外国人を雇用している企業が多くなってきていることを知って
いただくことが重要ではないかと。
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調査日 2023年1月30日

留学生の日本への招致、日本での教育、就職支援等において、調査を行っ
た。

岡山県県民生活部国際課
主幹 福家鉄也氏

概要
岡山とプネーの交流は、2003年にプネー市の行政・経済視察団が岡山県
に派遣されたことを契機とする。この公園の築庭には岡山県側が協力して
おり、開園式典に際して岡山県とプネー市は友好交流協定を締結した。公
園の完成後も、管理技術向上のために岡山県から技術者が派遣されており、
またプネー市からの研修生を岡山県が受け入れている。このように、岡山
県とインドのプネー市は姉妹都市提携があるが、コロナ禍を受けて、交流
事業が止まっている。今後の具体的な活動が課題。

サービス内容
日本インド友好協会のサニールカレさん（プネー日本友好協会）が中心に
進めてきた交流事業だが、コロナ禍を受けて、連絡がとりにくく、交流事
業が止まっている。

参考 https://nichiin.aikij.com/gaiyo/index.html

2023年度は、オーストラリアとの周年交流事業を重視しており、インドと
の交流事業が進んでいない。

３．今後
プネーにて、岡山県の留学及び就労に関する説明会を開催させてほしい、
と岡山県に依頼した。2023年度文科省委託事業のうち、本事業で継続し
て、インドでの来日留学生招致事業を進めたい。
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令和4年度 「専修学校留学生の学びの支援推進事業」

仮想空間とICTを活用した来日・学修・就職の
岡山県ワンストップ留学生支援体制設備事業

2D仮想空間『oVice』を活用したWEBセミナー及び就職説明会

実施報告書

令和5年3月1日
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■仮想空間『oVice』を活用したオンラインセミナー・交流会

令和4年度（１年目）のKPI達成度・令和5年度（２年目）以降の目標

ア．令和年度のKPI達成度

①セミナーの開催数→目標を達成した。

②セミナーの参加者数→達成できなかった。

KPI項目 Ｒ4年度【目標】 Ｒ4年度【実績】 達成率

①セミナーの開催数 3本 3本 100％

②セミナーの参加者数 90人 81人 90％

日時 タイトル 参加人数

11月28日 外国人学習アプリ活用セミナー 11

12月12日 岡山留学は魅力いっぱい!
オンライン交流会

5

1月30日 留学生が企業と出会える
ジョブフェア

65

合計 81
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イ．令和5年度以降の目標

①セミナーの開催数

→当初の計画通り、2カ年目・3カ年目は5本の開催を目指す。

②セミナーの参加者数

→［２カ年目］

・通常セミナーの定員50人×４回

・合同企業説明会の定員120人×1回

［３カ年目］

・通常セミナーの定員50人×３回

・合同企業説明会の定員120人×２回（10月・1月）

※３カ年目に合同企業説明会の２回開催を目指す。

③セミナーの満足度

→２カ年目・３カ年目に順次２％ずつの増加を目指す。

取組の推進体制

＊｢修学支援・在籍管理推進部会｣及び｢就職（定着）支援推進部会｣が連携で、
セミナーのテーマや講師、参加者募集法等について共有を行い、開催した。

＊推進委員会構成員において、関係先や自校の留学生へのチラシの配布などを
行い、参加者募集の協力体制を築いた。

＊セミナーの企画、運営、招聘者のコーディネート、合同企業説明会開催後の
参加者のサポート、参加者アンケートの設計・集計・分析等は、イデアパート
ナーズ(株)に外注して実施した。

＊各セミナーのコーディネーター（司会）も、日本ITビジネスカレッジの田中
理事長が担当した。

＊Zoomの操作のテクニカル的なサポートは、日本ITシステム(株)、日本ITビ
ジネスカレッジの講師等との協力体制を築いた。

KPI項目
１カ年目

（Ｒ4年度）

２カ年目

（Ｒ5年度）

３カ年目

（Ｒ6年度）

①セミナーの開催数 3本 4本 4本

②セミナーの参加者数 200人 320人 400人
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①｢外国人材需要に関するアンケート調査｣の実施

（２11月30日利用アンケート調査②（WEBフォーム版）
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①｢外国人材需要に関するアンケート調査｣の実施

（２）留学生が企業と出会えるジョブフェア/アンケート調査（WEBフォーム版）
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*
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参加者募集告知・情報発信について

前述の通り、チラシと当委員会のFacebookページにて実施。

◎チラシ

＊第１回〜第３回は、一括で制作。

＊第1回、第２回はは、日本語・英語の２種類を制作。

＊チラシは、当委員会構成員を介して、各委員の関係先へ配布。また、岡山商工会議所へ岡

山企業に対して周知していただくよう依頼した。

◎Facebook

＊第１回から都度、チラシをアップし、タイムラインにてPRを実施。また、各回の実施報告

＋次回のPR記事もアップを行い、FacebookにおけるWEBセミナーのPRは●本の記事の

アップで実施した。

◎なお、参加申し込みは、Googleドライブ上に作成したWEBフォームにて実施し、チラシ・

Facebookにて、申し込みフォームへの誘導を行った。

【学生】お申し込みフォーマットhttps://forms.gle/CdTVg193hdtmLxAL7

【企業用】お申し込みフォーマットhttps://forms.gle/1froi6RgQfs7FQv59 

①実施概要と参加状況の総括

https://forms.gle/CdTVg193hdtmLxAL7
https://forms.gle/1froi6RgQfs7FQv59
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①実施概要と参加状況の総括

【①WEB申し込みフォーム】

◎第１回〜第３回は、統一のフォームにて参加申し込
みを受け付けた。（※図参照）

◎ジョブフェアは企業・学生向けの
２種類の申し込みフォームを作成し、募集を行った。
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①実施概要と参加状況の総括

【FacebookによるPR実施状況】
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①実施概要と参加状況の総括

【FacebookによるPR実施状況】
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①実施概要と参加状況の総括

【FacebookによるPR実施状況】
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（1）留学生が企業と出会えるジョブフェア

＊開催日時：2023年1月30日（月）／16:00〜17:30

＊場所:岡山国際交流センターまたはオンライン 2D仮想空間【oVice】

＊申込者数：45人/企業 10社

＊参加企業一覧

各回実施状況

【①実施状況】

企業名 業種 ホームページ

株式会社カイタックホール
ディングス

メーカー、商社 https://www.caitac.co.j
p/sp/

サトミ紙工株式会社 製造業 https://smart360.jp/u/
FbiODYde/

オーエムグループ 製造業 https://www.oms.co.jp
/、
https://www.omrex.co.j
p/

株式会社MAYA 
STAFFING

人材関連 https://mayastaffing.co
m/

えふ合同会社 教育

アジア人材サービス株
式会社

人材関係 https://asia-hr.jp/

日本ITシステム株式会社 IT・ソフトウェア https://www.japan-
it.org/

株式会社SUMAIZU 介護、医療 http://www.life8.co.jp/

勝英自動車学校 自動車教習所サービス業 https://shoei.driver.co.j
p/
https://niimi.driver.co.j
p/

株式会社システムズナカ
シマ

https://www.systems.n
akashima.co.jp/

https://shoei.driver.co.jp/
https://shoei.driver.co.jp/
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各回実施状況

【参加者アンケート集計】

◎回答者：11人

■設問１：この度のセミナーの内容はいかがでしたか？

とても良い、良いを合わせる
と評価した割合は、81.8％。
高い満足度を得ることができ
た。

■設問２：【設問1】にてご感想をお聞かせください。

◎オンラインで参加できることが非常に良かった(2人)

◎多くの留学生が参加し、参考になり勉強になった。(2名)

◎いろんな企業のことを聞けた。（２人）

■設問３：その他、本セミナーのご感想や当委員会へのご意見・ご質問等がございましたら、

自由にご記入ください。

◎機会があれば今後も参加させて頂きたい。

◎これからもこのような説明会を開催することがあれば参加をしたいと思います。
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７．事業終了後に実施予定の取組及び成果の普及方案

①多言語ウェブサイト動画「留学するなら日本・岡山へ」の制作およびSNSペ
ージ開設

＊WEBサイト及びSNSの運営・管理については、岡専各が担う。

従来より東京や大阪など大都市を希望し がちな留学生に対し、地方都市岡山
を選んでもらうためには、先進的な取り組みと一貫した来日・学 修・就職をワ
ンストップで支援することが不可欠であり、それができる岡山のネ ットワーク
があることを動画やウェブサイトおよびSNSで周知していく。

②海外教育機関（インド）視察と現地交流会及びMOU締結

インド視察では、岡山県の専修学校とインドの教育機関の連携を深め、日本留
学を推進する契機とする。 具体的には、KLE-Technology University と連携協
定を締結を行ったことにより、インドから優秀なIT 人材を岡山県内に誘致して
いく。

③「Go To Okayama!」（N5-N4自習・マナー・岡山クイズ）アプリ作成

オンライン学習に活用できるコンテンツ開 発や学修サポート体制の整備 【初
級】日本語学習アプリ制作を行った。留学生の母国内におけるオンライン学習
用コンテンツ開発や学修サポート体制 の整備を通じて、来日前の日本語力のス
ムーズな向上につなげていく。また日本語の 学習に加えて、来日前にゴミ出し
ルールや役所の手続き等日本の生活が学べ る内容もアプリに盛り込み、日本で
の迅速な生活立ち上げにより、留学生生活の不安を少しでも取り除くアプリに
し、広く活用してもらえるように改良を加え、アップデートしていく。

④仮想空間oViceを活用したセミナーや交流会の開催

仮想空間oViceを利用したセミナー、交流会の実績により、今後は2D仮想空間
oViceを利用し、海外の大学や日本語教育機関と岡山県専修学校 や日本語教育機
関が交流しやすくし、情報交流を促進させていく。開発した日本語ア プリや就
職マッチングアプリの広報を行ったり、実際に使い方をレクチャーする セミナ
ーなども開催していく。また岡山県下の行政、企業等に参画して頂き、 2D仮想
空間上で留学生就職説明会を実施していく。

④留学生の在籍管理・生活支援 相談システム開発

⑤留学生と企業をマッチングさせ る多言語就職マッチングアプリ の開発

来日後の生活支援でサポートするとともに、 最終的目標である就職のために、
企業と のマッチングを可能にし、留学生が登録し やすいシステムの開発を行っ
た。留学生がベトナム語、英語等外国語で入力することで、日本語の履歴書を
自動 的に作成することができる外国人向けマッチングシステムを導入する。留
学生 の就労定着率向上のため、ミスマッチングを少なくする留学生向けの将来
年収 などの情報を盛り込み学生の登録数、企業の登録数を漸次増やしていくよ
うにし、次年度よりKPI目標指数の達成に向けてアップデートも行っていく。



-114-

⑥調査内容に沿う報告書の作成

①PRチラシ ②受講者アンケート調査結果

ノウハウがないために、積極的に留学生を受け入れていない岡専各加盟校や 外
国人材の雇用を考えたことがない県内企業について、留学生を受け入れるこ と
や外国人材を雇用することの知識やメリットの認識を拡大し、留学生及び外 国
人材増加の礎を築くことができる。受講者のアンケート調査により、教員(学
校)や企業の要望や課題を把握することができ、次にそれらをテーマとした交流
会を企画することが可能となる。よってアンケート等の調査結果をもとに今後
の交流会、セミナーの企画に反映させていく。
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8.事業の実施体制

岡専各加盟校のうち、すでにグローバル化を推進している専門学校と企
業を中心に、事業全体の進捗を共有する｢専修学校グローバル推進委員会｣
を形成し、その配下に、専門学校を正メンバーとし、企業は任意参加とし
て、各取組に応じた３つの部会を設置し、各取組について意見交換、進捗
を共有する体制を形成し、推進を図った。
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《構成機関・構成員》

（１）教育機関

名称 役割等 都道府県名
１ 中国デザイン専門学校 実施委員会/留学生

発掘部会/修学支
援・在籍管理部会/
就職支援部会

岡山県

２ 岡山商科大学専門学校 実施委員会/留学生
発掘部会/修学支
援・在籍管理部会/
就職支援部会

岡山県

3 岡山ビジネスカレッジ 実施委員会/留学生発
掘部会/修学支援・在
籍管理部会/就職支援
部会

岡山県

4 倉敷ファッションカレッジ 実施委員会/留学生発
掘部会/修学支援・在
籍管理部会/就職支援
部会

岡山県

5 岡山情報ビジネス学院 実施委員会/留学生発
掘部会/修学支援・在
籍管理部会/就職支援
部会

岡山県

6 日本ITビジネスカレッジ 実施委員会/留学生発
掘部会/修学支援・在
籍管理部会/就職支援
部会

岡山県

7 岡山外語学院 実施委員会/留学生発
掘部会/修学支援・在
籍管理部会

岡山県

６ 長船日本語学校 関連期間 岡山県

７ Virinchi College 連携機関 ネパール

８ Thanh Giang Conincon. jsc 連携機関 ベトナム

９ JIS日本語センター 連携機関 ベトナム

10 J Compass 日本留学情報センター 連携機関 ミャンマー

11 KLE-Technology University  連携機関 インド

12 Centurion University of Technology and 
Management

連携機関 インド

13 ミャンマー元日本留学生協会 連携機関 ミャンマー
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《構成機関・構成員》

（２）企業・団体

氏名 所属・職名 役割等 都道府県名

１ 高橋邦彰 岡山商工会議所 専務理事
実施委員会/就
職支援部会

岡山県

２ 井上伸一
株式会社システムズナカジマ
マネージャー

実施委員会/就
職支援部会

岡山県

３ 森淳 株式会社ハコブネ代表取締役
実施委員会/就職
支援部会 岡山県

４
青木すみれ 株式会社キャリアプランニング

実施委員会/就職
支援部会 岡山県

５ 木本 康大
株式会社ファーストディレクショ
ン

実施委員会/就職
支援部会 岡山県

6 松田葉子
ま つ だ 国 際 法 務 オ フ ィ ス
代表／特任行政書士

グローバル化推進委
員

岡山県

（３）行政機関

氏名 所属・職名 役割等 都道府県名

3 秋山秀行 瀬戸内市国際交流推進協議会 実施委員会 岡山県
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9. .令和4年度委託事業総括

本事業の目的は、事業名にもあるように「仮想空間とICTを活用した来
日・学修・就職の岡山県ワンストップ留学生支援体制整備事業」である。
よってこれら掲げた事業について、各部会、委員会で以下の支援体制を整
備してきた。

①２D仮想空間oViceで国内外 の交流促進と情報交換の支援

具体的には｢多言語による岡山県専修 学校情報発信WEBサイト｣の構 築

及びSNS開設と送り出し国に おける情報発信を行ってきた。

②多言語WEBサイト・動画作成

留学生向け学修支援 アプリ開発及び活用と 留学生の在籍管理 生活支援

システムの 活用

③多言語版就職 マッチングアプリ作成

県内企業との マッチングと定着支援

④インドの教育機関とのMOU締結による留学生誘致促進

インド国内でIT分野有名大学との連携を深め、日本への留学を推進する。

連携先：KLE-Technology University 

以上のよう本事業で主な取り組みについては、達成しており次年度以降に
おいてはKPI指数の目標値を目指すことが重要になってくる。また今後の
岡山への留学誘致と就職、定住を目指し以下のことも視野に入れていきた
いと思う。

本年度に、本事業を実施することで3年以上にわたり、海外在住の外国
人が日本留学を志すきっかけになる事業とする。特に、欧米、オーストラ
リア、韓国等、コロナ禍にも留学生を受け入れた国との差を縮めることに
注力し、日本留学を通じてITスキルを身に着けることで、世界的にも活躍
できる人材を養成する。



-119-

今後、世界から岡山県に来る留学生は、地方都市の岡山県を売り込む広告
パーソンでもあるという意識が必要である。 また就職後のサポート体制
（結婚、出産、育児支援、再就職サポート、起業サポート等）も想定して
いく。制作するアプリのさらなる多言語化を行いたい。また閲覧者または
アプリダウンロードの数量的拡大を行い、複数国への開拓を行う。今後経
済的に日本留学が期待できる国群としタイ、インド、マレーシア等をA群
とし、スカラシップの充実による留学可能地域をフィリピン、スリランカ、
カンボジア、ミヤンマー等として、第一に、それぞれの国で利用できるア
プリの言語数を準備する。第二に、現在の経済状況を鑑みるに、経費支弁
書が整い、留学が可能地域はＡ群であり、留学誘致と就職は可能である。
ただし、Ｂ群においては、入管の求める「経費支弁」レベルでの留学は難
しい。よってこのような状況の中で、真に日本留学を目指し、日本で就職
したい学生を対象にした、岡山県の行政や企業が主導するスカラシップ
（奨学金）制度の導入が必要であり、それを前提とした官民の協力体制作
りの整備が行うようにしていきたい。

最後に、専門学校の海外でのサテライト教室や単位互換制度を許可して
もらうよう、活動していきたい。例えば、通信制とサテライトで、年1回
〜2回のスクーリングを日本の岡山で行う。そこから企業マッチングにも
つなげていく。海外でのサテライト教室は、本事業でも取り組む仮想空間
oViceや、将来的にはメタバースの空間も取り入れたい。

来年度は、今回の事業での成果を起点に本年度事業の目標値達成と検証
作業を行い、継続的な活動に発展させることを目指していきたい。

当事業 委員一同
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余白
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令和4年度「専修学校留学生の学びの支援推進事業」

仮想空間とICTを活用した来日・就学・就職の

岡山県ワンストップ留学生支援体制設備事業

成果報告書

本報告書は、文部科学省の教育政策推進事業委託費による委託事業
として、≪受託者の名称≫が実施した令和４年度「専修学校留学生の
学びの支援推進事業」の成果をとりまとめたものです。

発行日 2023年3月
受 託 一般社団法人岡山県専修学校各種学校振興会
住 所 岡山県岡山市北区内山下２－４－６ 岡山県庁総務部総務学事課内
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